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創
立
五
〇
年
の
一
九
九
八
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
二
五
年
間
の
研
究
助
成
実
績
を
も
と
に
日
本
建
築
学
会

賞
の
業
績
賞
を
受
け
た
が
、
そ
の
研
究
助
成
の
し
く
み
は
、
歴
代
の
研
究
運
営
委
員
の
た
ゆ
ま
な
い
尽
力
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間
に
は
、
研
究
運
営
委
員
会
で
の
問
題
提
起
と
そ
れ
に
対
す
る
理

事
会
や
評
議
員
会
の
意
向
を
反
映
し
て
、そ
れ
ま
で
の
研
究
助
成
の
し
く
み
に
さ
ら
に
改
善
が
加
え
ら
れ
た
。

そ
れ
が
、
研
究
助
成
論
文
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
に
、
掲
載
の
適
否
や
査
読
の
実
施
、
範
と
な
る
優
れ
た

論
文
に
対
す
る
選
奨
の
選
定
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
術
論
文
と
し
て
の
評
価
を
確
立
す
る
た
め
、
二
〇
〇
四
年
度
よ
り
、
論
文
集
を
「
研
究
年
報
」

か
ら
「
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
」
に
名
称
を
変
更
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
は
日
本
建
築

学
会
機
関
誌
「
建
築
雑
誌
」
へ
審
査
結
果
の
掲
載
を
行
っ
た
。

　

研
究
助
成
の
内
容
を
み
る
と
、
将
来
あ
る
若
手
研
究
者
に
対
す
る
助
成
枠
を
従
来
ど
お
り
維
持
す
る
と
と

も
に
、
一
般
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
研
究
や
阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
調
査
研
究
、
そ
し
て
木
造
住
宅
な
ど

稀
少
な
研
究
等
に
も
特
別
の
配
慮
を
し
て
き
た
。

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
は
、
研
究
助
成
論
文
の
中
か
ら
毎
年
、
優
秀
な
論
文
を
三
～
四
編
選
び
「
助
成
研
究
選

奨
」（
二
〇
〇
八
年
よ
り
「
住
総
研 

研
究
選
奨
」
に
名
称
変
更
）
を
授
与
し
て
き
た
。
研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
、
創
立
六
〇
年
を
期
に
、
一
般
市
民
の
住
生
活
向
上
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
調

査
報
告
論
文
、
技
術
開
発
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
活
動
報
告
論
文
も
助
成
対
象
に
加
え
た
ほ
か
、「
す
ま
い
」

に
関
し
て
優
れ
た
研
究
成
果
を
上
げ
た
研
究
者
を
顕
彰
す
る
、「
住
総
研　

清
水
康
雄
賞
」
を
創
設
し
た
。

1998年に日本建築学会賞業績賞を受賞
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第
一
節　
研
究
助
成
事
業
の
充
実

一
、
研
究
助
成
採
択
範
囲
の
拡
大

　

研
究
助
成
の
応
募
件
数
と
採
択
件
数
は
、
公
募
を
始
め
た
一
九
八
六
年
の
五
六
件
、
二
五
件
と
比
較
す
る

と
、
二
〇
〇
八
年
に
は
一
〇
三
件
、
三
四
件
と
大
幅
に
増
え
、
応
募
件
数
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
一
〇
〇
件

を
超
え
た
。
採
択
件
数
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
三
〇
件
を
超
え
て
い
た
が
そ
の
後
は
二
〇

件
台
と
な
り
二
〇
一
一
年
は
公
益
法
人
改
革
の
影
響
で
一
六
件
に
減
少
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
採
択
さ
れ

た
研
究
助
成
は
、
研
究
費
の
支
援
が
受
け
に
く
く
、
財
団
の
研
究
助
成
が
よ
り
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
も
の
を
意
識
し
て
選
定
を
し
て
き
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
若
手
研
究
者
へ
の
研
究
助
成
で
あ
る
。
従
来
か
ら
、
常
に
意
識
さ
れ
て
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、
九
九
年
、
当
時
の
財
団
の
財
政
状
況
か
ら
、
助
成
予
算
総
額
を
五
〇
〇
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
〇
万
円

に
減
額
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
時
期
に
お
い
て
も
、
優
先
的
な
採
択
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

二
つ
は
、
研
究
論
文
の
枠
の
拡
大
で
あ
る
。
純
粋
な
研
究
論
文
と
は
異
な
る
も
の
の
、
技
術
調
査
や
研
究

開
発
の
報
告
論
文
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
問
題
に
か
か
わ
る
活
動
な
ど
の
報
告
論
文
も
、
広
い
意
味

で
の
研
究
論
文
と
み
な
し
て
助
成
対
象
の
枠
を
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
研
究
助
成
総
額

を
四
〇
〇
〇
万
円
に
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
五
〇
〇
〇
万
円
に
増
額
し
た
際
、
そ
れ
ら
を
加
え
た
選
考
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
の
研
究
助
成
か
ら
一
〇
〇
〇
万
円
の
別
枠
を
設
け
助
成

す
る
こ
と
と
し
た
。
は
じ
ま
り
は
、
一
九
九
九
年
に
、
甚
大
な
自
然
災
害
時
に
問
題
と
な
る
「
仮
設
住
宅
の

居
住
環
境
改
善
に
関
す
る
問
題
発
見
、
お
よ
び
改
善
」
を
活
動
助
成
と
し
て
臨
時
に
特
別
枠
を
設
け
採
用
し

た
こ
と
に
遡
る
。

　

三
つ
は
、
社
会
的
に
必
要
性
が
高
く
時
期
を
逸
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
研
究
の
採
択
で
あ
る
。
例
え
ば
、

研
究
が
進
ま
な
い
木
造
戸
建
住
宅
に
関
す
る
研
究
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年
の
二
年
に
わ
た

創
立
五
〇
年
に
あ
た
る
一
九
九
八
年
度
か
ら
一
般
財

団
法
人
移
行
の
二
〇
一
一
年
度
ま
で
の
一
三
年
間
の

応
募･

採
択
数
、
助
成
費
の
推
移
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

75件
80件

65件

79件 81件
88件

97件
91件 93件

103件 107件

126件

90件

21件 23件 28件 27件 26件
32件 36件 32件 37件 34件

24件 24件

3,000万円

4,000万円 4,000万円

5,000万円
5,300万円

5,207万円

6,279万円
6,080万円

4,000万円

3,981万円

1,500万円 40件

60件

80件

100件

120件

140件

160件

2,000万円

3,000万円

4,000万円

5,000万円

6,000万円

7,000万円

応募数（件） 採択数（件） 助成額（万円）

21件 23件 26件 件 24件
16件

0件

20件

0,000万円

1,000万円

研究助成論文の応募数、採択数、助成額の推移（1999年度～2011年度）
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り
特
別
枠
を
設
定
し
、
応
募
を
促
し
、
数
件
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

四
つ
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
後
進
の
研
究
に
役
立
つ
地
道
な
史
料
の
調
査
研
究
等
へ
の
助
成
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
「
橋
本
の
町
屋
と
町
並
み
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
復
元
的
研
究
」
は
、
取
り
壊
さ
れ
る
町

並
み
の
緊
急
調
査
を
伴
う
研
究
で
あ
り
、
助
成
の
必
要
性
の
高
い
研
究
と
し
て
採
択
し
た
。

二
、
研
究
助
成
論
文
の
社
会
的
評
価
向
上
の
た
め
の
施
策

　

財
団
の
特
色
を
生
か
し
た
学
際
的
な
研
究
も
含
め
た
研
究
助
成
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
一
九
九
九
年
に
研

究
運
営
委
員
会
の
委
員
長
経
験
者
五
人
か
ら
、
研
究
助
成
論
文
に
関
す
る
対
象
分
野
の
拡
大
、
論
文
審
査
過

程
の
情
報
開
示
、
社
会
的
評
価
レ
ベ
ル
の
向
上
策
、
各
種
委
員
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
後
の
財
団
活
動
の
基
軸
と
な
る
貴
重
な
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
契
機
に
、
研
究
運
営
委
員
会
で
は
研
究
助
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四

年
に
か
け
て
、
研
究
テ
ー
マ
・
助
成
対
象
・
助
成
金
額
・
審
査
の
公
開
・
論
文
の
格
付
け
・
論
文
表
彰
・
継

続
研
究
・
罰
則
規
定
等
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
特
に
、
論
文
の
格
付
け
に
関
し
て
は
、
東
洋
大
学
の
例
に
み

ら
れ
る
査
読
付
き
論
文
と
し
て
評
価
し
て
い
る
先
例
に
見
な
ら
い
、
社
会
的
評
価
向
上
策
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

評
議
員
会
（
二
〇
〇
四
年
五
月
）
か
ら
も
、
論
文
が
正
し
く
評
価
さ
れ
る
た
め
の
名
称
変
更
、
審
査
過
程

の
公
開
、
研
究
運
営
委
員
会
の
責
任
と
報
酬
、
日
本
建
築
学
会
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
答
申
を
受
け
て
七
月
の
研
究
運
営
委
員
会
で
の
討
議
、
一
一
月
理
事
会
で
の
報
告
を
経
て
、

二
〇
〇
五
年
一
月
の
委
員
会
で
次
の
よ
う
な
具
体
策
が
決
議
さ
れ
た
。

①
名
称
変
更

　

審
査
付
き
論
文
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
公
刊
の
場
が
従
来
か
ら
の
「
研
究
年
報
」

の
呼
称
で
は
、
財
団
の
年
間
活
動
報
告
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
難
い
と
い
う
実
態
か
ら
、

助
成
が
は
じ
ま
っ
た
一
九
七
三
年
度
か
ら
二
〇
一
一

年
度
ま
で
の
助
成
費
と
採
択
数
の
累
計
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
六
億
八
千
万
円
と
八
九
〇
件
で
あ
る
。

530件 551件 574件 602件 629件 655件 687件 723件 755件 792件 826件 850件 874件 890件
112,824万円

130,824万円

158,690万円
168,171万円

500件

1000件

65,000万円

85,000万円

105,000万円

125,000万円

145,000万円

165,000万円

185,000万円
採択数累計 助成額累計

0件5,000万円

25,000万円

45,000万円

研究助成　採択数・助成額の累計 (1998年度～2011年度 )
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二
〇
〇
五
年
三
月
の
№
31
よ
り
「
研
究
年
報
」
を
「
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
」
と
名
称
変
更
し
た
。

そ
れ
に
対
す
る
評
価
の
向
上
は
、
財
団
が
二
〇
〇
七
年
に
実
施
し
た
、
最
近
一
〇
年
間
の
論
文
集
に
掲
載
さ

れ
た
助
成
研
究
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（『
住
総
研
六
〇
年
史
』
四
一
〜
四
二
頁
参

照
）。
こ
れ
は
、
長
年
の
論
文
集
と
し
て
の
蓄
積
を
経
て
、
査
読
論
文
と
し
て
十
分
な
質
が
保
た
れ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

論
文
の
レ
ベ
ル
が
、
高
く
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
本
助
成
制
度
の
初
期
か
ら
の
特
色
で
あ

る
各
論
文
に
対
す
る
研
究
運
営
委
員
会
（
審
査
委
員
会
）
の
評
価
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
や
掲
載
に
値
し
な

い
と
判
断
さ
れ
た
論
文
は
、
掲
載
を
見
送
る
な
ど
、
審
査
の
プ
ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
積
み
上
げ
て
い
く
研
究
運

営
委
員
会
の
評
価
姿
勢
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
い
え
る
。

②
審
査
過
程
の
公
開

　

か
つ
て
「
研
究
年
報
」
に
掲
載
し
て
い
た
そ
の
年
の
論
文
全
体
を
総
括
し
た
「
研
究
論
文
総
評
」
と
各
論

文
の
「
論
文
評
」
に
加
え
て
、「
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
」
の
「
Ⅲ
．
研
究
論
文
評
」
に
「
研
究

助
成
採
択
審
査
お
よ
び
研
究
成
果
の
評
価
に
つ
い
て
」
を
新
た
に
設
け
、
①
研
究
助
成
の
採
択
審
査
（
審
査

基
準
・
審
査
方
法
）、②
研
究
成
果
の
評
価
（
評
価
と
公
開
・
助
成
研
究
選
奨
）、③
研
究
運
営
委
員
会
委
員
（
審

査
員
）
名
を
明
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
併
せ
て
、
一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
た
め
次
年
度
再
提
出
を
求

め
た
論
文
や
、
期
限
内
に
未
提
出
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
当
該
論
文
集
に
不
掲
載
と
し
研
究
主
査
名
の
み
を

公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
後
述
す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
総
評
に
よ
る
助
成
論
文
審
査
経
過
の
公
開
、
お
よ
び

前
年
度
の
助
成
論
文
か
ら
選
定
さ
れ
た
選
奨
論
文
（
三
〜
四
編
）
を
発
表
す
る
制
度
を
設
け
、
成
果
の
公
開

を
加
え
た
。

③
日
本
建
築
学
会
へ
の
Ｐ
Ｒ　

　

二
〇
〇
五
年
度
か
ら
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
の
五
年
間
は
、
日
本
建
築
学
会
機
関
誌
『
建
築
雑
誌
』
に
助
成

決
定
一
覧
（
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
）
お
よ
び
研
究･

印
刷･

出
版
助
成
の
募
集
要
項
を
掲
載
し
、
財
団
の
社

日本建築学会機関誌「建築雑誌」掲載広告
日本建築学会誌『建築雑誌』
への助成公募掲載

掲載年 掲載内容（タイトル） 併記したその他の掲載
2005年度  7月号 2005年度 研究助成決まる ・第4回ハウスアダブテーションコンクール優秀事例  

　発表
2005年度12月号 2006年度 研究･印刷･出版助成のご案内 ・第5回ハウスアダブテーションコンクール募集 

・第7回住まい･まち学習実践報告･論文募集
2006年度  7月号 2006年度 研究助成決まる ・研究論文集NO.32発売
2006年度12月号 2007年度 研究･印刷･出版助成のご案内 ・第8回住まい･まち学習実践報告･論文募集
2007年度  7月号 2007年度 研究助成決まる ・研究論文集NO.33発売
2007年度12月号 2008年度 研究･印刷･出版助成のご案内 ・第9回住まい･まち学習実践報告･論文募集
2008年度12月号 2009年度 研究･印刷･出版助成のご案内 ・第10回住まい･まち学習実践報告･論文募集
2009年度12月号 2010年度 研究･印刷･出版助成のご案内 ・出版物の紹介 

（①現代住宅研究の変遷と展望  ②屋根のない学校）
2010年度  6月号 休止 ・「情報ネットワーク／他団体」のページに、第30回 

  住総研シンポジウムの開催
2010年度 休止
2011年度 休止
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会
的
役
割
を
高
め
る
と
共
に
、
論
文
の
地
位
向
上
に
努
め
た
。
ま
た
、『
建
築
雑
誌
』
を
通
じ
て
、
財
団
の

魅
力
や
価
値
を
広
く
発
信
し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

一
方
、
研
究
助
成
の
募
集
は
、
財
団
の
機
関
誌
『
す
ま
い
ろ
ん
』
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
と
も

に
、
関
連
学
会
、
団
体
機
関
誌
へ
の
掲
載
で
補
完
し
、
さ
ら
な
る
情
報
公
開
の
場
を
広
げ
た
。

　

以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
詳
細
は
、
第
三
章
で
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

三
、
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
発
足
と
「
助
成
研
究
選
奨
」
事
業
の
新
設

　

従
来
の「
主
査
説
明
会
」は
、そ
の
年
に
採
択
さ
れ
た
助
成
対
象
の
研
究
主
査
に
対
し
、「
論
文
書
き
方
要
領
」

や
「
会
計
処
理
の
仕
方
」
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年

に
論
文
提
出
方
法
が
版
下
原
稿
に
改
め
ら
れ
、
会
計
処
理
の
う
え
の
領
収
書
の
添
付
・
照
合
を
不
要
と
し
た

た
め
、
助
成
研
究
者
が
一
同
に
会
す
る
機
会
を
有
効
に
使
い
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
名
称

を
「
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
改
め
た
。
そ
こ
で
は
、
①
助
成
手
続
き
の
説
明
に
加
え
審
査
経
過
の

透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
、研
究
運
営
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
の
発
表
、②
論
文
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
の
「
助

成
研
究
選
奨
」
受
賞
者
に
よ
る
講
演
、
③
住
宅
研
究
者
相
互
の
交
流
の
三
つ
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し

た
。
こ
の
仕
組
み
は
二
〇
一
八
年
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。　

第
二
節　
優
れ
た
研
究
成
果
の
顕
彰

一
、「
住
総
研　
清
水
康
雄
賞
」
の
創
設

「研究選奨」受賞者による講演会
（写真３点：世田谷事務所）

キックオフミーティング交流会 「研究選奨」表彰式
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第
二
節　

優
れ
た
研
究
成
果
の
顕
彰　

45

　

創
立
六
〇
年
記
念
事
業
の
主
要
な
事
業
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
「
住
総
研 

清
水
康
雄
賞
」
が
創

設
さ
れ
た
。
財
団
の
創
設
者
で
あ
る
清
水
康
雄
の
財
団
設
立
の
思
い
「
企
業
の
枠
を
は
な
れ
た
独
立
の
研
究

機
関
を
設
け
、
新
時
代
の
住
宅
建
設
に
関
す
る
諸
問
題
を
総
合
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
公
開
し
て
実
践

に
つ
な
げ
る
こ
と
こ
そ
、（
当
時
の
住
宅
困
窮
）
問
題
解
決
に
貢
献
し
う
る
大
道
で
あ
る
」
を
顕
彰
の
趣
旨

と
し
て
、
住
総
研
の
助
成
研
究
を
受
け
た
方
々
と
委
託
論
文
の
執
筆
者
の
な
か
か
ら
、
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く

り
等
に
関
す
る
研
究
と
そ
の
成
果
の
普
及
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
個
人
を
顕
彰
す
る
事
業
で
あ

る
。

　

賞
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
研
究
運
営
委
員
会
お
よ
び
理
事
会
、
評
議
員
会
で
約
三
年
ほ
ど
の
議
論
を
経
て
、

創
立
六
〇
年
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
理
事
会
に
て
承
認
さ
れ
た
。

　

研
究
運
営
委
員
会
お
よ
び
「
す
ま
い
ろ
ん
」
編
集
委
員
会
の
委
員
と
そ
の
経
験
者
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、

別
に
設
け
る
「
選
考
委
員
会
」
に
よ
り
受
賞
者
を
原
則
二
名
選
考
す
る
も
の
で
、
第
一
回
と
第
二
回
の
選
考

委
員
は
、
内
田
雄
造
委
員
長
（
ま
ち
づ
く
り
）、
在
塚
礼
子
（
計
画
・
福
祉
）、
波
多
野
純
（
建
築
歴
史
）、

初
見
学
（
建
築
計
画
）、
深
尾
精
一
（
建
築
生
産
）、
外
部
か
ら
の
委
員
と
し
て
西
川
祐
子
（
大
学
教
授
、
文

学
）、
村
田
真
（
日
経
Ｂ
Ｐ
編
集
委
員
）
の
諸
氏
で
構
成
さ
れ
た
。

　

選
考
委
員
会
の
審
査
の
結
果
、
第
一
回
（
二
〇
〇
八
年
）
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
定
借
住
宅
（
つ
く
ば
方
式
）

の
立
案
と
実
現
で
新
し
い
住
宅
の
供
給
方
式
を
確
立
し
た
小
林
秀
樹
氏
（
千
葉
大
学
教
授
）
と
、
個
人
が
集

ま
っ
て
暮
ら
す
新
し
い
住
ま
い
方
の
提
案
と
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ん
か
ん
森
」
の
実
践
的
研
究
者
と

し
て
小
谷
部
育
子
氏
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）
の
二
名
を
第
一
回
目
受
賞
者
と
し
て
決
定
し
た
。
贈
呈
式
・

記
念
講
演
会
は
、
一
〇
月
六
日
に
建
築
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
副
賞
と
し
て
三
〇
〇
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

続
く
第
二
回
（
二
〇
〇
九
年
）
は
谷
直
樹
氏
（
大
阪
市
立
大
学
教
授
）
が
受
賞
し
た
。
大
阪
を
中
心
に
都

市
居
住
の
歴
史
を
学
術
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
成
果
を
「
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
大
阪
く

ら
し
の
今
昔
館
）」
に
発
展
さ
せ
る
な
ど
、市
民
社
会
へ
向
け
て
熱
心
な
「
住
ま
い
の
文
化
の
伝
達
」
や
「
住

ま
い
学
習
」
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。
一
〇
月
二
二
日
に
大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
講
演
会
お
よ

第1回清水康雄賞授賞式。小林秀樹氏と小谷部
育子氏を囲んで 　
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び
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　

第
三
回
（
二
〇
一
〇
年
）
は
安
藤
邦
廣
氏
（
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
）
が
受
賞
し
た
。
伝
統
的
な
建
築
技

術
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
住
宅
等
に
実
現
、
構
法
の
普
及
に
努
め
た
こ
と
、
特
に
現
代
木
造
住
宅
に
お
け

る
板
倉
構
法
の
提
案
と
実
践
活
動
が
今
後
の
住
宅
生
産
分
野
に
お
い
て
も
広
が
り
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。
一
〇
月
一
五
日
に
学
士
会
館
に
て
講
演
会
お
よ
び
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
選
考
委
員
は
、
波
多

野
純
委
員
長
お
よ
び
在
塚
礼
子
、初
見
学
、深
尾
精
一
、福
川
裕
一
（
都
市
計
画
）、村
田
真
、若
林
幹
夫
（
社

会
学
）
の
諸
氏
で
構
成
さ
れ
た
。

　

第
四
回
（
二
〇
一
一
年
）
は
財
団
の
公
益
法
人
改
革
の
た
め
に
休
止
し
、
そ
の
後
二
〇
一
三
年
に
再
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
、「
住
総
研　
清
水
康
雄
賞
」
と
「
住
総
研　
研
究
選
奨
」
は
顕
彰
事
業
の
両
輪

　

顕
彰
と
し
て
は
、
研
究
助
成
論
文
か
ら
優
秀
な
も
の
数
編
を
毎
年
選
考
し
、
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
場
で
発
表
の
機
会
を
設
け
て
い
る
「
助
成
研
究
選
奨
」
と
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
創
設
し
た
「
住
総
研　

清

水
康
雄
賞
」
の
二
つ
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
住
総
研　

清
水
康
雄
賞
」
の
創
設
を
機
に
、「
助
成
研
究
選
奨
」

の
名
称
は
「
住
総
研　

研
究
選
奨
」
と
改
め
た
。
こ
の
選
奨
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
研

究
者
に
対
し
て
よ
り
高
い
目
標
へ
の
動
機
付
け
を
行
う
効
果
と
と
も
に
、
受
賞
者
の
な
か
に
は
住
総
研
の
活

動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
そ
の
後
の
活
動
に
貢
献
（
理
事
、
研
究
運
営
委
員
、
委
員
会
委
員
な
ど
）
し
て
い

た
だ
く
方
も
多
く
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

第2回清水康雄賞授賞式。谷直樹氏を囲んで　第3回清水康雄賞授賞式。安藤邦廣氏を囲んで
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第
二
節　

優
れ
た
研
究
成
果
の
顕
彰　

47

研
究
助
成
テ
ー
マ
の
分
野
別
推
移
（
一
九
九
九
年
度

～
二
〇
一
一
年
度
）

　

一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度
ま
で
に
採
択

さ
れ
た
研
究
助
成
の
テ
ー
マ
を
分
野
別
（
日
本
建
築

学
会
の
分
類
を
ベ
ー
ス
に
「
災
害
復
興
」「
教
育
」「
そ

の
他
」
を
加
え
た
）
で
見
る
と
、「
都
市･

地
域
」「
集

住･

住
戸
」（
従
来
は「
戸
建
て
」「
集
合
住
宅（
団
地
）」

「
住
宅
地･

集
落
」「
地
域･

都
市
」
に
分
類
）
の
割

合
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
「
そ

の
他
」
の
分
野
で
ひ
と
括
り
に
な
っ
て
い
た
「
建
築

社
会
シ
ス
テ
ム
」「
環
境･

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
構
工
法

･

生
産
」「
歴
史
」「
災
害
」「
教
育
」
の
研
究
数
が
漸

増
し
て
き
た
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、「
災
害
」

の
分
野
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
の
新
潟
中
越
地

震
、
二
〇
〇
七
年
の
能
登
半
島
地
震
、
そ
し
て
千
年

に
一
度
の
未
曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
二
〇
一
一
年
の

東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
災
害
復
旧
や
復
興
に
関
係
す
る
研
究
者
や
活
動

家
、
実
務
家
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
被
災
地
の

住
生
活
の
復
旧･

復
興
、
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る

災
害
の
防
止
等
に
関
す
る
研
究
成
果
の
普
及
展
開
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

研究助成テーマの分野別推移（1999年度～2011年度）
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期
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九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

49 

第
２
章　

伸
展
期
の
公
益
活
動
─
一
般
社
会
・
市
民
と
と
も
に
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二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間
は
、
研
究
と
市
民
を
つ
な
ぐ
場
の
一
層
の
拡
大
と
充
実
を
図
っ
て
き
た
と

い
え
る
。

　
「
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
よ
り
身
近
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
地
元
世
田
谷
区
と
連
携
し
て
始
め
た
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
そ
の
後
、

五
年
間
東
京
建
築
士
会
と
の
連
携
で
地
道
に
活
動
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
学
際
的
研
究
の
場
と
し
て
始
め
ら
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
は
、
こ
の
一
三
年
間
に
、
よ
り
一
般
市

民
に
も
開
か
れ
た
研
究
と
実
践
の
場
へ
と
姿
を
変
え
て
き
た
。専
門
と
す
る
研
究
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た「
江

戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、「
住
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
実
践
報
告
お
よ
び
論
文
の
公
募

と
発
表
の
場
や
、「
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
事
例
公
募
と
発
表
の
場
は
、
実
務
家

や
市
民
に
ま
で
参
加
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
で
、
多
く
の
実
践
的
な
成
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
節　
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
市
民
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

一
、
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

研
究
助
成
事
業
も
軌
道
に
乗
っ
た
一
九
八
一
年
に
財
団
の
自
主
事
業
と
し
て
、
委
託
論
文
を
基
に
住
総
研

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
二
〇
一
〇
年
度
に
は
三
〇
回
目
を
数
え
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
論
文
執
筆
の
関
係
か
ら
開
催
の
一
年
半
前
に
決
め
ら
れ
る
が
、
一
九
九
八

〜
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
の
一
三
年
間
に
行
わ
れ
た
計
一
五
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
概
観
し
て
み
る
と
、
時
代

の
流
れ
を
読
み
取
っ
た
先
見
性
の
あ
る
テ
ー
マ
設
定
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
以
下
に
、
二
〇
〇
八

年
以
降
開
催
し
て
き
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
を
述
べ
る
。
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51

日
時

テ
ー
マ

担
当
企
画
委
員
・
司
会

講
演
者
・
パ
ネ
リ
ス
ト

会
場
／
参
加
人
数

第18回
1998年7月

未
来
へ
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
計
画
論

「
地
」に
ど
の
よ
う
な「
図
」を
描
く
か

服
部 

岑
生（
千
葉
大
学
）

小
林
重
敬（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）／
佐
藤
滋 （
早
稲
田
大
学
教
授
）／

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
教
授
）／
早
川
邦
彦（
早
川
邦
彦
建
築
研
究
室

代
表
）／
鈴
木
崇
英（
U
G
都
市
設
計
事
務
所
代
表
）／
間
野
博（
広
島

女
子
大
学
教
授
）／
大
村
芙
美
雄（
住
宅
都
市
整
備
公
団
部
長
）

創
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
六
九
名

第19回
1999年7月

木
造
住
宅
の
未
来
を
展
望
す
る

坂
本 

功（
東
京
大
学
）

宮
本
忠
長（
建
築
家
、
宮
本
忠
長
建
築
設
計
事
務
所
代
表
取
締
役
）／

太
田
博
信（
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
顧
問
）／
三
井
所
清
典（
芝
浦
工

業
大
学
教
授
、
ア
ル
セ
ッ
ド
建
築
研
究
所
代
表
）／
秋
山
哲
一（
東
洋

大
学
教
授
）／
松
村
秀
一（
東
京
大
学
助
教
授
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
八
九
名

第20回
2000年7月

20
世
紀
か
ら
21
世
紀
へ

家
族
・
す
ま
い
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未
来

広
原 

盛
明（
龍
谷
大
学
）

西
川
祐
子（
京
都
文
教
大
学
教
綬
）／
増
田
大
成（
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
こ
う
べ
名
誉
理
事
）／
伊
豆
宏（
明
海
大
学
教
授
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
一
〇
名

第21回
2001年7月

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
を
考
え
る

─
─
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
を
め
ぐ
っ
て
─
─

内
田 

雄
造（
東
洋
大
学
）

梶
浦
恒
男（
大
阪
市
立
大
学
副
学
長
）／
丸
山
英
氣（
千
葉
大
学
教
授
）

／
小
林
秀
樹（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
室
長
）／
大

西
誠（
都
市
基
盤
整
備
公
団
課
長
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
六
三
名

第22回
2002年7月

戸
建
住
宅
地
の
エ
イ
ジ
ン
グ（
と
再
生
）

在
塚 

礼
子（
埼
玉
大
学
）

小
森
星
児（
神
戸
山
手
大
学
学
長
）／
角
野
幸
博（
武
庫
川
女
子
大
学

教
授
）／
松
本
暢
子（
大
妻
女
子
大
学
助
教
授
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
七
〇
名

第23回
2003年7月

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
問
題
最
前
線

─
─
現
状
と
今
後
の
課
題
─
─

吉
野 
博（
東
北
大
学
）

村
上
周
三（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）／
石
川
哲（
北
里
研
究
所
病
院
セ

ン
タ
ー
長
）／
田
辺
新
一（
早
稲
田
大
学
教
授
）／
高
橋
元（
ひ
と
・
環

境
計
画
代
表
）／
副
司
会
　
在
塚
礼
子（
埼
玉
大
学
教
授
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
七
二
名

第24回
2004年7月

和
風
の
誕
生  

─
─
視
覚
化
さ
れ
た
日
本
─
─

波
多
野 

純（
日
本
工
業
大
学
）

小
沢
朝
江（
東
海
大
学
助
教
授
）／
佐
藤
道
信（
東
京
藝
術
大
学
助
教

授
）／
吉
見
俊
哉（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
一
〇
名

第25回
2005年7月

郊
外
団
地
の
再
生

初
見 

学（
東
京
理
科
大
学
）

原
田
陽
子（
福
井
大
学
助
手
）／
曽
我
部
昌
史（
東
京
芸
術
大
学
助
教

授
・
み
か
ん
ぐ
み
）／
田
中
皇
彦（
東
京
芸
術
大
学
）／
角
橋
徹
也（
都

市
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
七
五
名

第26回
2006年7月

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
通
し
て
考
え
る
住
宅
と
い
う
用
途

深
尾 

精
一（
首
都
大
学
東
京
）

坂
真
哉（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
都
市
研
究
部
長
）

／
齊
藤
広
子（
明
海
大
学
教
授
）／
松
村
秀
一（
東
京
大
学
大
学
院
助

教
授
）

建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
一
一
一
名

第27回
2007年7月

住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
京
都
モ
デ
ル

髙
田 

光
雄（
京
都
大
学
大
学
院
）

大
谷
孝
彦（
武
庫
川
女
子
大
学
助
授
、
京
町
家
再
生
研
究
会
）／
上
林

研
二（
地
域
生
活
空
間
研
究
所
所
長
）／
大
島
祥
子（
ス
ー
ク
創
生
事

務
所
代
表
・
都
市
居
住
推
進
研
究
会
事
務
局
）

京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流

ホ
ー
ル
／
九
三
名

第
一
八
回（
一
九
九
八
年
）〜
第
二
七
回（
二
〇
〇
七
年
）ま
で
の
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
覧
（
敬
称
略
）　

＊各シンポジウム内容（概要）は、60年史第Ⅱ部第２章第１節を参照
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◉
第
二
八
回
「
住
宅
研
究
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」
創
立
六
〇
年
記
念

二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
七
〇
名

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
髙
田
光
雄
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
初
見
学
（
東
京
理
科
大
学
大
学

院
教
授
）、
深
尾
精
一
（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
教
授
）、
加
藤
信
介
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）、

中
島
明
子
（
和
洋
女
子
大
学
教
授
）、
福
川
裕
一
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）、
谷
直
樹
（
大
阪
市
立
大
学
大

学
院
教
授
）
／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）、
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
大
学

院
教
授
）

　

創
立
六
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
の
住
宅
研
究
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き

た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
、
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
現
在
、
住
宅
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
し
、

創
立
六
〇
年
を
迎
え
る
住
総
研
の
研
究
通
営
委
員
も
務
め
て
き
た
研
究
者
た
ち
が
、
先
人
の
研
究
を
ふ
り
か

え
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
研
究
が
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
討
議
し
、
参
加
者
と
と
も
に
住
宅
研
究
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は
、髙
田
光
雄「
主
題
解
説
：
住
宅
研
究
は
ど
こ
か
ら
き
て
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」、初
見
学「
住

宅
計
画
研
究
の
課
題
」、
深
尾
精
一
「
建
築
構
法
・
建
築
生
産
の
視
点
か
ら
の
住
宅
研
究
」、
加
藤
信
介
「
環

境
工
学
の
視
点
か
ら
の
住
宅
研
究
」、
中
島
明
子
「
居
住
福
祉
・
住
居
管
理
の
視
点
か
ら
」、
福
川
祐
一
（
千

葉
大
学
）「
都
市
計
画
の
視
点
か
ら
」、
谷
直
樹
「
住
居
史
・
住
文
化
史
の
視
点
か
ら
」
で
あ
っ
た
。

　

主
題
解
説
で
は
住
宅
研
究
に
つ
い
て
「
建
築
学
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
住
宅
ま
た

は
住
居
、
あ
る
い
は
住
ま
い
、
も
し
く
は
居
住
の
本
質
が
問
わ
れ
、
そ
の
あ
り
方
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。
住

宅
研
究
の
原
点
は
、
ま
さ
に
こ
の
問
い
と
考
察
に
あ
る
と
い
え
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
品
質
確

保
や
住
環
境
の
保
全
・
再
生
な
ど
今
日
的
な
課
題
に
言
及
、
そ
の
う
え
で
「
住
宅
政
策
と
福
祉
政
策
の
関
係

も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
建
築
学
と
他
の
工
学
や
社
会
学
科
な
ど
と
の
学
際
的
研
究
・
連
携
・
交
流

も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
問
題
提
起
を
踏
ま
え
、
講
演
や
討
議
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
く
所
見
の
披
露
や
質
疑
応

第28回財団創立60年記念シンポジウム同右
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答
な
ど
を
通
じ
、
先
人
の
研
究
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
研
究
が
進
む
べ
き
方
向
、
取
り
組
む

べ
き
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

◉
第
二
九
回
「
縮
小
都
市
に
お
け
る
居
住
」

二
〇
〇
九
年
七
月
一
〇
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
二
六
名

司
会
・
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
福
川
裕
一
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
岡
部
明
子
（
千
葉
大

学
大
学
院
准
教
授
）、
角
野
幸
博
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）、
明
石
達
生
（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
室
長
）、
大
野
秀
敏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
球
環
境
問
題
、
中
心
市
街
地
再
生
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
業
問
題
な
ど
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
拡
大
し
て
問
題
を
解
決
す
る
都
市
」
が
行
き
詰
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
し
い
都
市
像
と
し
て
「
縮
小
都
市
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
「
縮
小
」
と
い
う
言
葉
に
は
多
く
の
人
が
ア
レ
ル
ギ
ー
を
示
す
。
工
学
分
野
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
る
。
そ
し
て
現
に
、
郊
外
の
開
発
は
止
ま
ら
ず
、
中
心
市
街
地
の
疲
弊
は
続

き
、
農
地
の
荒
廃
は
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、「
縮
小
」
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
転
じ
、
積
極

的
な
未
来
を
切
り
開
く
「
縮
小
工
学
」
を
構
想
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
最
近
よ
う
や
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
学
会
的
蓄
積
は
ま
だ
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
。
経
済
・
福
祉
な
ど
多
く
の
テ
ー

マ
と
重
な
る
が
、
住
総
研
ら
し
く
「
居
住
」
ま
た
は
「
住
居
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
こ
の
方
面
で
の
研
究
の

活
性
化
を
促
し
た
い
。（
主
旨
文
よ
り
）

◉
第
三
〇
回
─
①
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
住
宅
っ
て
、
何
？
」

二
〇
一
〇
年
七
月
九
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
一
五
名

司
会・全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト：加
藤
信
介（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）／
講
演
者：伊
香
賀
俊
治（
慶

応
大
学
教
授
）、岩
船
由
美
子
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
准
教
授
）、鎌
田
紀
彦
（
室
蘭
工
業
大
学
教
授
）、
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小
玉
祐
一
郎
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
中
村
勉
（
建
築
家
、
工
学
院
大
学
特
別

専
任
教
授
）、
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

　

地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
の
認
識
が
先
進
国
の
人
々
に
共
有
さ
れ
、
生
活
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
で

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
生
活
、
生
産
へ
の
転
換
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も

と
、地
球
的
な
規
模
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
暗
黙
に
合
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
未
だ
に
混
沌
と
し
て
い
る
。
人
々
の
生
活
の
基
盤
、
衣
食
住
の
住
に
費

や
す
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
莫
大
で
あ
り
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
住
へ
の
転
換
は
、
今
後
、
加
速
的
に

進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
終
着
点
、
通
過
点
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
で
き
て
い
な
い
。

現
時
点
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
住
宅
、
住
様
式
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
な
多
様
性

が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
に
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
の
か
、
一
〇
年
後
、
三
〇
年
後
、

一
〇
〇
年
後
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
社
会
に
ど
の
よ
う
に
適
応
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
が
疑
問
を
さ

ら
に
生
む
状
況
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
過
去
の
経
験
と
は
大
き
く
異
な
る
世
界
に
踏
み

込
む
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
前
人
未
踏
の
地
を
進
む
恐
怖
感
さ
え
抱
か
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
社
会
の
確
か
な
予
言
者
と
思
わ
れ
る
四
人
に
識
者
に
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
住
宅
、
住
様
式
は
何
か

を
解
説
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
予
言
を
吟
味
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。（
主
旨
文
よ
り
）

◉
第
三
〇
回
─
②　
近
居• 

隣
居
の
ス
ス
メ
─
「
住
宅
に
住
む
」
か
ら
「
地
域
に
住
む
」
ヘ

二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
二
日
／
東
京
建
築
士
会
会
議
室
（
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
）
／
参
加
者
四
五
名

司
会
・
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
大
月
敏
雄
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）、
講
演
者
：
金
貞
均
（
鳴
門
教

育
大
学
大
学
院
教
授
）、
上
和
田
茂
（
九
州
産
業
大
学
教
授
）

　
「
家
族
の
継
続
性
や
持
続
性
」
の
観
点
か
ら
「
住
ま
い
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
』
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

人
口
が
減
少
し
て
行
く｢

縮
小
社
会｣

は
、
住
環
境
や
人
間
関
係
の
空
洞
化
や
希
薄
化
を
招
く
恐
れ
を
孕
ん

で
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
血
縁
関
係
に
焦
点
を
当
て
、
近
居
・
隣
居
と
い
う
二
世
代
・
三
世
代
で
の
多
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ら
二
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一
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年
間　

55 

第
一
節　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
市
民
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催　

55

世
代
に
亘
る
住
み
方
か
ら
家
族
と
の
関
係
や
、
地
域
・
社
会
と
の
関
係
を
探
り
、
こ
れ
か
ら
の
豊
か
な
住
ま

い
や
住
環
境
を
再
構
築
す
る
手
が
か
り
を
追
求
し
た
。
急
激
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
近
居
・

隣
居
も
覚
束
な
い
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
て
い
る
が
、「
近
居
・
隣
居
の
ス
ス
メ
」
に
は
、「
家
族
の
持
続

性
」
を
確
保
す
る
た
め
の
願
い
と
知
恵
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
演
で
は
、
近
居
・
隣
居
と
い
う
実
に
古

く
そ
し
て
現
代
的
な
課
題
に
つ
い
て
論
議
し
深
め
た
。

◉
第
三
〇
回
─
③　
賃
貸
住
宅
の
利
用
価
値
と
経
済
価
値
の
持
続
へ
の
提
案　

二
〇
一
一
年
三
月
一
日
／
す
ま
い
・
る
ホ
ー
ル
（
東
京
・
水
道
橋
）
／
参
加
者
一
〇
二
名

司
会
・
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
小
泉
雅
生
（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
教
授
）、
講
演
者
：
竹
内
一
雅
（
日

生
基
礎
研
究
所
主
任
研
究
員
）、
森
尻
謙
一
（
株
式
会
社
リ
ビ
タ
常
務
取
締
役
）、
上
林
一
英
（
住
宅
総
合
研

究
財
団
研
究
推
進
部
長
）、
田
村
誠
邦
（
株
式
会
社
ア
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
代
表
取
締
役
）、
門
脇
耕
三
（
首
都
大

学
東
京
大
学
院
助
教
）、
堀
富
博
（
シ
グ
マ
建
築
構
造
研
究
所
代
表
）

　

建
物
と
し
て
の
住
宅
に
つ
い
て
、｢

住
宅
建
築
の
持
続
性｣

の
観
点
か
ら｢

住
ま
い
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」 

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

持
ち
家
も
賃
貸
住
宅
も
、
改
修
や
所
有
者
や
家
主
の
世
代
交
代
、
相
続
な
ど
の
時
点
で
、
そ
の
後
の
持
続

可
能
性
が
再
評
価
さ
れ
、
持
続
や
売
却
等
が
決
ま
る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
賃
貸
住
宅
の
場
合

は
、
賃
貸
住
宅
市
場
へ
の
適
合
・
不
適
合
と
い
う
物
差
し
で
常
に
市
場
や
利
用
者
か
ら
の
厳
し
い
評
価
に
晒

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
利
用
価
値
・
経
済
価
値
の
持
続
に
相
応
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
全
体
の

約
四
〇
％
余
り
を
占
め
る
賃
貸
住
宅
の
持
続
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
事
項
や
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す
る

事
が
、
持
ち
家
を
含
め
他
の
住
宅
の
普
遍
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
性
能
に
関
す
る
法
へ
の
適

合
を
確
保
し
つ
つ
、
経
済
的
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
そ
の
後
の
活
用
へ
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な

る
。
こ
の
講
演
で
は
、
縮
小
社
会
に
お
け
る
賃
貸
住
宅
の
持
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
役
割
と
可
能
性
に

つ
い
て
多
面
的
に
論
議
し
た
。
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第
三
一
回
「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え
」
以
降
は
第
Ⅲ
部
に
記
述
す
る
。

二
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
元
「
㈶
世
田
谷
区
都
市
整
備
公
社
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
と
共
催

　

か
ね
て
よ
り
住
宅
総
合
研
究
財
団
の
主
務
官
庁
で
あ
る
東
京
都
か
ら
、
研
究
助
成
の
ほ
か
に
市
民
向
け
の

情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て
欲
し
い
と
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
そ
こ
で
、
地
元
世
田
谷
区
で
ま
ち
づ
く

り
支
援
活
動
を
広
く
展
開
し
て
い
る
「
㈶
世
田
谷
区
都
市
整
備
公
社
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
「
ま

ち
セ
ン
」
と
い
う
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、財
団
で
培
わ
れ
た
知
見
を
も
と
に
、市
民
向
け
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
共
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
研
究
者
、
建
築
家
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
方
が
た
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
依
頼
し
、「
ま
ち
セ
ン
」
が
従
来
か
ら
採
用
し
て
い
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
、
参
加
者
と
の
積
極
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
財

団
の
自
主
研
究
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
研
究
（
後
述
）
を
始
め
る
契
機
に
も
な
っ
た
。

東
京
建
築
士
会
と
共
催

　
「
ま
ち
セ
ン
」
と
の
共
催
を
経
て
、
別
の
切
り
口
で
の
市
民
へ
の
働
き
か
け
を
模
索
し
て
い
た
。
ま
た
、

東
京
建
築
士
会
は
毎
年
「
建
築
士
の
日
」
に
合
わ
せ
て
一
般
市
民
を
対
象
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
建
築
相
談
会
を

開
催
し
て
い
た
が
、
情
報
を
伝
え
る
予
算
上
の
制
約
や
市
民
へ
の
広
が
り
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
五
年
間
、
五
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
市
民
の
た
め
の
学
び
の
場
」
と
し
て
、
当
財
団
が
資
金
の
一
部
を
支
援
す
る
か
た

ち
で
、
東
京
建
築
士
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

　

多
く
の
市
民
に
主
体
的
に
住
ま
い
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
時
宜
を
得
た
身
近
な
テ
ー
マ

［
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
覧
（
全
五
回
）］

◉
第
一
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）

東
京
建
築
士
会
会
議
室　

六
〇
名

「
市
民
と
専
門
家
を
つ
な
ぐ
す
ま
い
づ
く
り
─
─
す

ま
い
手
参
加
の
事
例
に
学
ぶ
─
─
」	

講
師
：
片
山
和
俊
（
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
建
築

学
科
教
授
）、
坂
本
一
成
（
東
京
工
業
大
学
工
学
部
建

 

市民フォーラム 
「市民と専門家をつなぐすまいづくり」 

－すまい手参加の事例に学ぶ－  
主  催／（財）住宅総合研究財団  （社）東京建築士会   晴海デザインセンター   

   
●実 施 日 時  平成16年3月20日（土）

13:30 ～ 16:30 

●実 施 場 所 （社）東京建築士会 会議室 

晴海トリトンＺ棟４Ｆ  

●定 員  申込先着順 70 名 

●参  加  費    無 料 

案 内 図 

 

●申 込 方 法  往復ハガキ又は FAX・E-mail にて講座名を明記の上、氏名・住所・勤務先名、連絡
先 TEL／FAX、東京建築士会会員並びに後援団体会員の方は団体名とそれぞれの会
員番号記載の上、東京建築士会宛にご送付ください。また、一般の方は晴海デザイン
センター宛に電話又は FAX・E-mail にて必要事項を明記の上お申込みください。  

●申 込 期 間  平成 16 年 2 月 16 日より受付、定員になり次第締切。 
                                                              

●問合せ申込先  〒104-6204 中央区晴海 1－8－12 オフィスタワーZ 棟 4F(晴海ﾄﾘﾄﾝｽｸｴｱ内) 

社団法人 東京建築士会 TEL 03-3536-7711 FAX 03-3536-7712 
E-mail  info@tokyokenchikushikai.or.jp 

晴海デザインセンター  TEL 03-5166-8300 FAX 03-5166-8301 
E-mail  sumai@harumi-dc.com 

● 講演内容  
第 1 部 13:40 ～ 14:40 
「コーポラティブハウスについて」 

東京芸術大学美術学部建築科教授   
片山 和俊 氏 

第 2 部 14:40 ～ 15:40 
「東京建築士会主催 江古田の都市型集合
住宅実施のための建築設計競技プレゼンテ 
ーション」 

    東京工業大学工学部建築学科教授  
坂本 一成 氏 

建築設計競技審査委員長 
  武者 英二 氏                                   

他 
第 3 部 15:50 ～ 16:30 
「これからの住まいづくり、討論会」 

    出演者 ― 片山和俊氏・坂本一成氏・
武者英二氏・他 ― 

 
コーディネーター アーキテクチャー・ラボ  

高安 重一 氏 

一般市民にとっての住まいづくりは一生に一度の大事業であ
り、より安全・安心な住まいに暮らすことは市民の大きな希望であ
ります。
東京建築士会、住宅総合研究財団、晴海デザインセンターで

は、住まいづくりを考えるための豊富な情報の提供や、より良い
住まいづくりの実現に向けてお手伝いをしていますが、さらに市
民の住まいづくりに積極的に関わっていく必要があると考えてお
ります。
つきましては、下記のとおり３者共催による市民フォーラム「市

民と専門家をつなぐーすまいづくりー」の実施を予定しておりま
す。お仕着せの集合住宅と違い専門家のサポートを受けながら、
土地の取得から建物の設計、工事の発注を行い、それぞれのラ
イフスタイルにあわせた間取りやデザインにより共同で創りあげ
ていくコーポラティブハウス、またクライアントと建築家の出会い
の場、共同作業の場としての実施コンペテションの仕組みを知っ
ていただきたいと考えております。
専門家による 世紀の新しい住宅取得の「カタチ」を語っていた
だくとともに、一般市民が住まいづくりに対する理解をさらに深
め、住まいづくりを通して建築への興味を深め、第一線の専門家
との交流によって、より多くの人々に建築情報を広げる機会とな
ればと考えております。

都営地下鉄

大江戸線

「勝どき」下車

徒歩 分

営団地下鉄

有楽町線

「月島」下車徒

歩 分

都営バス「晴海

トリトンスクエア

前」下車

盛況となった第1回市民フォ
ーラムのチラシ

第1回市民フォーラム（東京建築士会 会議室）
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第
二
節　

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実　

57

を
厳
選
し
、
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム･

防
犯
対
策･

耐
震
診
断
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
安
全･

安
心
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
か
ら
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
な
ど
、
住
ま
い
の
新
た
な
潮
流

や
時
事
的
テ
ー
マ
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
参
加
者
は
、
延
べ
一
九
〇
名
と
な
っ
た
。
最
も
参
加
が
多
か
っ

た
第
一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
市
民
と
専
門
家
を
つ
な
ぐ
す
ま
い
づ
く
り

─
す
ま
い
手
参
加
の
事
例
に
学
ぶ

─
」
に
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
市
民
六
〇
名
が
会
場
に
集
ま
っ
た
。

　

市
民
の
た
め
の
市
民
に
よ
る
住
情
報
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
好
機
と
な
っ
た
が
、
住
に
対

す
る
市
民
へ
の
参
加
を
促
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
は
、
第
五
回
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。

第
二
節　
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実

一
、
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
一
九
八
六
年
度
の
研
究
助
成
「
江
戸
東
京
、
生
活
空
間
の
研
究
」
を
起

源
と
し
て
い
る
。
都
市
形
成
と
文
化
変
容
の
過
程
を
江
戸
か
ら
今
日
ま
で
の
一
環
し
た
視
座
か
ら
捉
え
、
そ

の
連
続
性
や
非
連
続
性
、
そ
し
て
江
戸
東
京
の
都
市
と
し
て
の
特
性
を
学
際
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
発
足
し
た
。
同
年
七
月
に
第
一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
翌
年
よ
り
、
財
団
初
め
て
の
自
主
研
究
活
動
と

し
て
、
そ
の
後
二
四
年
間
に
わ
た
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
ま
で
、
一
八
五
回
）
を
展
開

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
①
「
記
憶
」
と
し
て
の
都
市
を
考
え
る
、
②
「
地
域
研
究
」
を
掘
り
下
げ
る
、
③
情
報

網
の
構
築
を
江
戸
明
治
に
学
ぶ
、
④
環
境
と
都
市
の
関
係
を
歴
史
的
視
点
で
考
察
す
る
、
を
方
針
と
し
て
企

画
さ
れ
、
関
連
す
る
助
成
研
究
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

築
学
科
教
授
）、
武
者
英
二
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
高
安
重
一
（
㈲
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
・
ラ
ボ
代
表
取
締
役
）

◉
第
二
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）

東
京
建
築
士
会
会
議
室　

四
〇
名

「
我
が
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
必
要
性
と
ポ
イ
ン
ト
」

講
師
：
伊
藤
正
人
（
一
級
建
築
士
事
務
所
ス
タ
ジ
オ
・

マ
ヤ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
新
島
孝
之
（
一
級
建
築
士

事
務
所
計
画
工
房
辿
）、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
増
沢

幸
尋
（
㈱
増
沢
建
築
設
計
事
務
所
）

◉
第
三
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
〇
六
年
七
月
）

東
京
建
築
士
会
会
議
室　

二
五
名

「
我
が
家
の
防
犯
対
策
」

講
師
：
山
中
誠
一
郎
（
㈱
都
市
建
築
設
計
事
務
所
デ

ザ
イ
ン
タ
ン
ク
）、
伊
藤
正
人
（
一
級
建
築
士
事
務

所
ス
タ
ジ
オ
・
マ
ヤ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
：
増
沢
幸
尋
（
㈱
増
沢
建
築
設
計
事
務
所
）

◉
第
四
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）

東
京
建
築
士
会
会
議
室　

三
〇
名

「
我
が
家
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
」	

講
師
：
佐
久
間
順
三
（
設
計
工
房
佐
久
間
１
級
建
築

士
事
務
所
）、
伊
藤
正
人
（
一
級
建
築
士
事
務
所
ス

タ
ジ
オ
・
マ
ヤ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
：
増
沢
幸
尋
（
㈱
増
沢
建
築
設
計
事
務
所
）

◉
第
五
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
〇
八
年
七
月
）

東
京
建
築
士
会
会
議
室　

三
五
名

「
暮
ら
し
の
中
の
地
球
温
暖
化
対
策
─
─
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
を
前
に
」

講
師
：
岩
船
由
美
子
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）
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故
小
木
新
造
氏
（
元
江
戸
東
京
博
物
館
館
長
）
は
発
足
時
か
ら
逝
去
す
る
ま
で
の
二
一
年
の
長
き
に
わ
た

り
委
員
長
と
し
て
、「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
牽
引
し
て
き
た
。
そ
の
後
、二
〇
〇
七
年
か
ら
委
員
で
あ
っ

た
陣
内
秀
信
氏
（
法
政
大
学
）
を
委
員
長
と
し
、
委
員
を
波
多
野
純
（
日
本
工
業
大
学
）（
二
〇
一
〇
年
四

月
よ
り
委
員
長
）、
森
ま
ゆ
み
（
谷
根
千
工
房
）、
横
山
泰
子
（
法
政
大
学
）、
吉
見
俊
哉
（
東
京
大
学
）、
小

澤
弘
（
江
戸
東
京
博
物
館
）、
小
林
克
（
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）
諸
氏
の
学
際
的
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し
た
。
二
〇
〇
九
年
六
月
か
ら
は
、
稲
葉
佳
子
（
法
政
大
学
）、
入
江
彰
昭
（
東
京
農

業
大
学
）、
小
沢
朝
江
（
東
海
大
学
）
の
諸
氏
も
新
委
員
に
加
わ
っ
た
。

　

後
半
の
一
二
年
間
は
、
江
戸
東
京
学
の
確
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、「
地
域
学
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
活

動
を
活
発
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、当
初
非
公
開
で
サ
ロ
ン
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、

市
民
へ
広
く
公
開
し
啓
蒙
す
る
方
向
に
転
換
さ
れ
た
。

「
地
域
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
シ
リ
ー
ズ
化

　

二
〇
〇
七
年
か
ら
「
東
京
の
地
域
学
を
掘
り
起
こ
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
地
域
博
物
館
等
の
企

画
展
と
連
携
し
、「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
一
貫
と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
「
地
域
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

展
開
し
た
。
地
域
の
歴
史
と
向
き
合
い
、
地
域
の
文
化
的
資
源･

財
産
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
等
に
結
び
つ
け
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

地
域
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
六
回
の
概
要
を
記
載
す
る
。

　

第
一
回
の
「
杉
田
玄
白
と
小
塚
原
の
仕
置
場
」（
二
〇
〇
七
年
二
月
／
企
画:

小
林
克
委
員
）
は
、
江
戸

の
三
大
仕
置
場
（
処
刑
場
）
の
一
つ
で
あ
る
小
塚
原
刑
場
跡
（
荒
川
区
南
千
住
）
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
を
明

ら
か
に
し
た
。
同
時
開
催
し
た
企
画
展
（「
杉
田
玄
白
と
小
塚
原
の
仕
置
場
」）
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
八
九
名
と
な
っ
た
。
会
場
と
な
っ
た
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
は
、
当
時
、

会
場
入
場
者
数
の
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。（
第
一
七
三
回
）

　

第
二
回
の
「
巣
鴨
の
賑
わ
い
の
原
点
を
さ
ぐ
る

─
江
戸
の
拡
大
と
巣
鴨
地
域

─
」（
二
〇
〇
七
年

江
戸
東
京
学
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
小
木
新
造
委
員
長

の
著
作
集
『
江
戸
東
京
学
』
と
論
文
集
『「
江
戸
東

京
時
代
」
の
生
活
と
政
治
』
を
第
百
回
記
念
と
し
て

二
〇
〇
五
年
に
出
版
し
た
。

『「江戸東京時代」の生活と
政治』（住宅総合研究財団）

『江戸東京学』（都市出版）

地域学フォーラム第二回 チラシ
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一
二
月
／
企
画:

小
林
克
委
員
）
は
、こ
れ
ま
で
未
見
で
あ
っ
た
「
巣
鴨
町
軒
別
絵
図
」
の
新
発
見
に
よ
り
、

江
戸
の
周
辺
部
（
場
末
）
に
あ
っ
た
巣
鴨
村
の
具
体
的
な
景
観
を
復
元
し
た
。
発
掘
資
料
と
文
献
資
料
の
照

合
に
よ
っ
て
、希
薄
で
あ
っ
た
地
域
の
復
元
が
図
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。（
第

一
七
六
回
）

　

第
三
回
の
「
幻
の
日
本
万
博
博
覧
会

─
月
島
の
地
域
学

─
」（
二
〇
〇
八
年
九
月
／
企
画:

吉
見
俊

哉
委
員
）
で
は
、
昭
和
初
期
に
日
本
で
最
初
の
万
国
博
覧
会
が
月
島
四
号
地
（
現
在
の
晴
海
）
に
計
画
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
月
島
の
地
域
史
か
ら
眺
め
直
し
た
も
の
で
、
月
島
の
埋
立
史
と
土
地
利
用
を
関
連
さ
せ
た
報

告
が
あ
っ
た
。勝
ど
き
橋
は
、万
国
博
覧
会
へ
の
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
と
し
て
架
け
ら
れ
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。（
第

一
七
九
回
）

　

第
四
回
の
「
川
越
の
ま
ち
づ
く
り
と
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
」（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
／
企
画:

内
田
雄

造
東
洋
大
学
教
授
）
は
、
内
田
雄
造
氏
か
ら
企
画
提
供
が
あ
り
、
小
江
戸
川
越
を
取
り
上
げ
た
。
内
田
氏
は
、

歴
史
的
建
造
物
活
用
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
歴
史
的
建
造
物
の
外
観
が
復
元･

修
景
さ
れ
る
こ
と
で
、
歴

史
的
資
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
察
し
た
。
二
〇
年
に
亘
る
川
越
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
全
国
の
地
域

再
生
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
。（
第
一
八
〇
回
）

　

第
五
回
の
「
東
京
の
近
代
和
風
建
築
」（
二
〇
〇
九
年
七
月
／
企
画:

波
多
野
純
委
員
）
は
、
東
京
都
が

二
〇
〇
六
年
か
ら
三
年
を
か
け
て
実
施
し
た
近
代
和
風
建
築
調
査
が
終
了
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
都
内
に

現
存
す
る
近
代
和
風
建
築
の
実
例
と
魅
力
が
報
告
さ
れ
た
。
首
都
東
京
な
ら
で
は
の
多
彩
な
和
風
建
築
を
題

材
に
用
途
や
施
主
に
よ
る
和
風
の
表
現
の
違
い
や
時
代
性
、
近
代
和
風
の
定
義
等
、
議
論
を
広
げ
た
。（
第

一
八
一
回
）

　

第
六
回
の
「
か
つ
し
か
の
建
物
と
生
活
風
景
」（
二
〇
〇
九
年
九
月
／
企
画:
小
林
克
委
員
）
で
は
、
東

京
に
は
性
格
を
異
に
す
る
多
く
の
地
域
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
料
館
で
は
学
芸
員
や
専
門
員
に
よ
る

熱
心
な
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
葛
飾
探
検
団
」
が
調
査･
研
究
し
た
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
葛
飾
の
風
景
を
展
示
し
た
企
画
展
と
当
委
員
会
が
企
画
し
た
「
葛
飾
の
ま
ち
あ
る
き
ツ

内田雄造教授（東洋大学）から企画提供があった「川越のま
ちづくりと歴史的建造物の活用」の第四回地域学フォーラ
ム（第180回）の様子。川越「茶陶苑」にて開催

和敬塾（旧細川公爵邸）が会場となった「東京の近代
和風建築」の第五回地域学フォーラム（第181回）
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ア
ー
」
を
併
せ
て
、
東
京
下
町
の
地
域
的
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

図
録
（
二
〇
〇
九
年 

特
別
展
「
葛
飾
探
険
団
か
つ
し
か
街
あ
る
き
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
／
葛
飾
区
郷
土
と
天

文
の
博
物
館
）
作
成
に
対
す
る
助
成
（
約
四
〇
万
円
）
を
行
っ
た
。
作
成
し
た
三
〇
〇
〇
部
の
図
録
（
下
図
）

は
、
区
内
の
小･

中
学
校
、
図
書
館
、
博
物
館
に
配
布
し
た
。（
第
一
八
二
回
）

公
益
法
人
認
定
に
と
も
な
う
活
動
方
針
の
転
換
「
江
戸
東
京
住
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ

　

財
団
の
公
益
法
人
認
定
を
控
え
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
活
動
方
針
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。
一
つ
は
、
江
戸

東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
名
称
変
更
で
、
公
益
活
動
が
定
款
の
目
的
に
沿
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
従
来
の
「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
名
称
が
、
住
関
連
の
活
動
を
想
起
し
に
く
い
の
が
認
定
に
あ

た
っ
て
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
当
時
の
波
多
野
委
員
長
か
ら
「
江
戸
東
京
住
ま

い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
名
称
を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
。
こ
の
名
称
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
使
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
活
動
の
訴
求
力
を
高
め
る
た
め
、
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
じ
「
統
一
テ
ー
マ
」（
現
在
の

「
年
度
重
点
テ
ー
マ
」）
を
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
取
り
入
れ
、
同
テ
ー
マ
で
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
二
〇
一
〇
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
」･

「
環
境
共
生
」
と
し
、
こ
の
統
一
テ
ー
マ

で
は
、
二
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。「
江
戸
城
濠
と
都
市
気
候

─
都
心
で
涼
し
く
暮
す
に
は

─
」

（
二
〇
一
〇
年
七
月
／
企
画:

小
林
克
委
員
）
で
は
、
江
戸
城
の
濠
の
水
と
濠
の
変
遷
が
、
周
辺
の
住
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
討
論
し
、
江
戸
城
つ
ま
り
現
在
の
皇
居
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
と
そ
の
濠
は
、
東

京
の
気
温
や
住
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。都
心
で
涼
し
く
暮
す
方
策
、

都
心
の
住
環
境
に
つ
い
て
再
考
さ
せ
ら
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。（
第
一
八
四
回
）

　

そ
し
て
、「
江
戸･

明
治
の
住
宅
リ
サ
イ
ク
ル

─
古
家
の
移
築
と
古
材
利
用

─
」（
二
〇
一
〇
年
一
一

月
／
企
画:

小
沢
朝
江
委
員
）
で
は
、
住
宅
の
超
寿
命
化
や
建
材
の
再
生
を
史
的
視
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
し

た
も
の
で
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
ご
く
一
般
的
な
建
築
用
材
の
ひ
と
つ
と
し
て
古
材
の
再
利
用
の
技
術
や

流
通
の
し
く
み
が
あ
り
、
木
材
を
長
く
使
い
続
け
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
。
木
の
住
ま
い
に
住
み
続

作成費を助成した図録
（第182回）

2010 年１１月２９日（月）
１８：３０～２０：３０（受付１８：００)

北沢タウンホール（下北沢）

参加費

パネリスト

平山　育男（長岡造形大学  教授）

中村　琢巳（立命館大学  研究員）

小沢　朝江（東海大学  教授）
コメンテーター

500 円 　定員 60 名（当日徴収） （参加票送信）

お申込み・お問合せ　

  主　   催         （財）住宅総合研究財団

ＦＡＸ  　   ０３－３４８４－５７９４
ホームページ

    　　　        ※裏面のＦＡＸ申込み用紙をご利用ください

       ホームページ・ＦＡＸ・往復はがきからお申込みください

   　     http://www.jusoken.or.jp/edotokyo.htm

送付・問い合わせ先　    江戸東京住まい方フォーラム事務局
　     〒156-0055　東京都世田谷区船橋 4-29-8

　　 

ＴＥＬ０３－３４８４－５３８１

申込み〆切　11 月 21 日（日）

　現代の住宅建設は、新材による新築が主流であり、

ごく短期間でスクラップ・アンド・ビルドを繰り返

す。しかし、長く「木の住まい」を作り続けて来た

日本では、かつては木材をより長く使い続けるため

のシステムが存在した。そのひとつが古家（ふるや）・

古材の再用である。木造は石造など組積造に比べて

解体・再建しやすい利点を活かし、既存の住宅の移

築が実は頻繁に行われてきた。古家の利用は決して

特別なものではなく、ごく一般的な建築用材のひと

つとして、再用の技術や流通の仕組みが確立してい

たのである。

　平山育男氏は、全国の民家緊急調査の対象物件

2400 棟のうち、移築民家が 160 棟、約７パーセ

ントを占めること、さらに東京・神奈川での悉皆的

な事例収集では移築を経た民家が１割を超えること

を指摘した。移築された民家の平均経年は 70 年程

度で、移築によって民家はさらに長い年月を生き続

けたことになる。

　一方、中村琢巳氏は、飛騨高山の普請願にみる新築・

増改築・修繕に古材利用が含まれること、特に土蔵

は半数以上で古材を利用したことを明らかにした。

高山では、この古材利用を公共建築でも組織的に行

い、橋の架け替えや番所の建替えに前身建物の古材

の一部を用い、不要な古材を入札で払い下げて民間

に流通した。

　「木の住まい」に住み続けた日本ならではの、江戸・

明治の木材再用のシステムを、改めて見直してみた

い。

（※地図裏面）

このシンポジウムはCPD認定プログラム（2単位）です

（世田谷区民無料）

※往復はがきの場合も裏面 FAX 用紙の内容を明記の上お申し込みください

第 185 回住総研　江戸東京住まい方フォーラム 一般公開

江戸・明治時代の住宅リサイクル（第185回） 第185回江戸東京住まい方
フォーラム チラシ

jyuso70th.indd   60 2018/10/17   20:18



Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

61 

第
二
節　

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実　

61

け
た
日
本
な
ら
で
は
の
木
材
再
利
用
を
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
。（
第
一
八
五
回
）

東
日
本
大
震
災
発
生
に
よ
る
最
終
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
止

　

江
戸
東
京
住
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
終
回
（
第
一
八
六
回
）
と
し
て
二
〇
一
一
年
三
月
一
三
日
に
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
「
江
戸
東
京
野
菜
で
地
域
ま
る
ご
と
ま
ち
お
こ
し
」（
企
画:

稲
葉
佳
子
委
員
）
は
、

開
催
二
日
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
。二
五
年
間
の
永
き
に
亘
っ

た
委
員
会
が
突
然
終
了
し
、
委
員
全
員
が
痛
恨
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

二
、
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
齢
者
の
す
ま
い
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会

　

ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
高
齢
者
や
機
能
障
害
を
も
つ
人
が
、
そ
の
身
体
的
特
性
に
よ
っ
て
住

居
か
ら
受
け
る
不
利
益
を
改
善
す
る
た
め
の
積
極
的
な
住
環
境
へ
の
か
か
わ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
既

存
住
宅
を
使
い
や
す
く
増
改
築
し
た
り
、
改
造
、
改
善
・
改
修
を
行
う
こ
と
の
ほ
か
、
適
切
な
住
宅
へ
の
新

築
、
全
面
改
築
、
転
居
等
を
含
ん
で
い
る
。

　

財
団
は
、
建
築
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
多
分
野
の
連
携
に
よ
る
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
を
求
め
る
た
め
に
、一
九
九
一
年
よ
り「
高
齢
者
の
す
ま
い
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
」（
委

員
長
・
野
村
み
ど
り
）
を
設
立
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
通
信
・
報
告
書
の
出
版
等
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
九
九
年
ま
で
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
計
二
五
回
開
催
、通
信
を
三
〇
号
発
行
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
の『
ハ

ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
用
語
集
』（
中
央
法
規
出
版
）
の
出
版
を
機
に
、
〇
一
年
に
委
員
会
組
織
を
再
編

し
た
。

　

再
編
さ
れ
た
委
員
会
は
「
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
委
員
会
」
と
称
し
、建
築
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
・

教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
連
携
し
て
、
高
齢
者
・
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生

2011 年３月１３日（日）
１３：００～１５：３０（受付 12:15）

江戸東京たてもの園内　八王子千人同心組頭の家

資料代
パネリスト 大竹道茂（江戸東京・伝統野菜研究会 代表）

納所二郎（NPO法人ミュゼダグリ 代表）

永瀬克己（法政大学 デザイン工学部 教授）

井上誠一（小金井市農家「井上農園」園主）

内田雄二（小金井市経済課）

司　　　会

500 円
　定　員 70 名

（当日徴収）

（参加票送信）

                      ［主催］  江戸東京たてもの園／ （財）住宅総合研究財団　

   ホームページ・ＦＡＸ・往復はがきからお申込みください

お問い合わせ先 　   （財）住宅総合研究財団　江戸東京住まい方フォーラム事務局 ＴＥＬ０３－３４８４－５３８１

※地図裏面

このシンポジウムはCPD認定プログラム（2単位）です

江
戸
東
京
野
菜

地域まるごとまちおこし

で
、

稲葉佳子（法政大学 デザイン工学部 兼任講師）

　（一般 400 円・65 歳以上 200 円・大学生 320 円）

一般公開　第 186 回住総研　江戸東京住まい方フォーラム
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詳しくは裏面をご覧下さい

申込み〆切　3月 6日（日）必着

EDOTOKYOYASAIWAKOGANEIKARAEDOTOKYOYASAIWAAKOGANEIKARAEDOTOKYOYASAIWAKOGANEIKA

E D O → T O K Y O  

E D O → T O K Y O  

© Honma yuka

いがねこ・あぐりが育てた江戸東京野菜「亀戸大根」の
食べ比べもお楽しみください！

金
町
こ
か
ぶ

し
ん
と
り
菜

東
京
長
か
ぶ

亀
戸
大
根

伝
統
小
松
菜

東京都小金井市桜町 3-7-1　JR 中央線 武蔵小金井駅よりバス 5分

し
ん
と
り
菜

　落ち着いた住宅地と農地が混在する
小金井市では、農・商・学・市民・市
連携の「江戸東京野菜」によるまちお
こしが進められている。
　この小金井市には、江戸から昭和の
建物を移築した江戸東京たてもの園が
ある。そこから着想を得て、かつて東
京近郊の様々な地域で生産されていた
江戸野菜を復活し、市を “江戸東京野菜
の生きた博物館にしよう” というユニー
クな取組みである。市には科学博物館
（旧繊維博物館）もあるので、これで江
戸東京の衣食住の文化が揃ったことに
なる。
　2007 年から始まったイベント（“江戸
雑煮を食べよう”於江戸東京たてもの園）
を契機に、市内の農家や飲食店との連
携がはじまった。さらに、市の商工会

と経済課とも連携し、江戸東京野菜を
使った創作料理・再現江戸料理、学生
サークルによる江戸東京野菜料理コン
テストなど、これまで多彩な活動が展
開されており、これらの活動には、
NPO法人ミュゼダグリが大きく関わっ
ている。
　会場の、江戸東京たてもの園内にあ
る「八王子千人同心組頭の家」にて、
江戸東京野菜からはじまったまちおこ
しの可能性と拡がりについて報告する。
　当フォーラムは、「江戸」を下敷きに
発展した多重都市「東京」の歴史的・
文化的意味や地域特性発掘が、より豊
かな住環境づくりへつながると期待し
て開催している。

EDOTOKYOYASAIWAKOGANEIKARAEDOTOKYOYASAIWAAKOGANEIKARAEDOTOKYOYASAIWAKOGANEIKAE
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O
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O
G
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D
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大
蔵
大
根

［後援］  小金井市　　［協力］いがねこ（小金井市内の学生サークル）・あぐり（法政大学サークル）

東
京
長
か
ぶ

　講演順

（小金井市民無料）

※資料代の他に、別途園内観覧券を
　お買い求めいただきます。

開催直前で発生した東日本大震
災で中止となった最終回フォー
ラムのチラシ（第186回）

「ハウスアダプテーション
通信１号」（創刊号）

「ハウスアダプテーション
通信12号」（最終号）

jyuso70th.indd   61 2018/10/17   20:18



Ⅱ
部　

第
二
章　

伸
展
期
の
公
益
活
動

─
一
般
社
会
・
市
民
と
と
も
に　

62

活
を
継
続
で
き
る
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
求
め
る
「
成
熟
社
会
の
総
合
ケ
ア

環
境
」を
目
標
と
し
た
。
委
員
長
に
は
大
原
一
興（
横
浜
国
立
大
学
）、委
員
に
は
池
田
誠（
首
都
大
学
東
京
）、

太
田
貞
司
（
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
）、
野
村
み
ど
り
（
東
京
電
機
大
学
）、
横
山
勝
樹
（
女
子
美
術
大

学
）
が
就
任
し
た
。
委
員
会
で
は
、
引
き
続
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
う
の
と
並
行
し
て
、
新
た
に
「
ハ
ウ
ス

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
は
、
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
会
を
設
け
、
委
員
長

と
し
て
吉
田
紗
栄
子
（
ア
ト
リ
エ
ユ
ニ
）、
委
員
に
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が

あ
た
り
、
書
類
に
よ
る
一
次
審
査
と
、
現
地
視
察
に
よ
る
二
次
審
査
に
よ
っ
て
最
優
秀
、
優
秀
、
佳
作
の
入

賞
事
例
を
選
定
し
た
。
審
査
終
了
後
に
は
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
事
例
発
表
会
を

開
催
し
、
発
表
に
は
設
計
者
だ
け
で
な
く
、
当
事
者
や
介
助
者
も
加
わ
り
、
会
場
の
参
加
者
に
と
っ
て
大
変

参
考
に
な
る
情
報
が
得
ら
れ
た
。
入
賞
に
選
定
さ
れ
た
事
例
の
紹
介
記
事
が
、
地
方
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
入
賞
事
例
を
中
心
に
、
今
後
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
人
た
ち

の
参
考
に
な
る
事
例
を
選
ん
で
ま
と
め
、二
〇
〇
六
年
に
は『
自
分
ら
し
く
住
む
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』（
岩

波
書
店
）
と
し
て
出
版
し
た
。
多
様
な
分
野
の
専
門
家
に
出
会
う
こ
と
、
そ
し
て
当
事
者
が
主
体
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
に
開
催
し
た
臨
時
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
最
後
に
終
了
し
た
。
一
連
の
取
り
組
み
は
「
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
（
一
～
一
二
号
）」
と
し

て
発
行
し
て
い
る
。

高
齢
期
居
住
委
員
会
の
発
足

　

ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
委
員
会
に
お
け
る
高
齢
者
に
関
す
る
研
究
は
、
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
研
究

目
的
を
一
新
し
「
高
齢
期
居
住
委
員
会
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
。
住
総
研
創
立
六
〇
周
年
を
期
に
始
ま
っ

ハウスアダプテーション・コンクール表彰式『自分らしく住むためのバリア
フリー』（岩波書店、2006年）

『ハウスアダプテーション用
語集』（中央法規出版、2000
年）
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Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

63 

第
二
節　

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実　

63

た
広
く
社
会
の
利
益
に
供
さ
れ
住
生
活
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
研
究
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
期
を
迎

え
る
多
く
の
人
が
住
ま
い
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
が
で
き
る
よ
う
な
書
籍
の
出
版
を
目
指
し
、
二
〇
〇
九
年

三
月
に
発
足
し
た
。
委
員
長
に
在
塚
礼
子（
元
埼
玉
大
学
教
授
）、委
員
に
大
原
一
興（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）、

大
橋
寿
美
子
（
湘
北
短
期
大
学
准
教
授
）、
黒
野
弘
靖
（
新
潟
大
学
教
授
）、
古
賀
紀
江
（
前
橋
工
科
大
学
准

教
授
）、
西
野
辰
哉
（
金
沢
大
学
助
教
）
の
諸
氏
を
迎
え
た
（
所
属
は
当
時
の
も
の
）。
調
査
研
究
の
進
め
方

に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
箇
所
ほ
ど
の
事
例
を
出
来
る
だ
け
委
員
全
員
で
訪
ね
、
議
論
を
重
ね
意
識
の
共
有
化

を
図
り
、
多
様
化
す
る
高
齢
期
の
住
ま
い
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
成
果
と
し
て
の
書
籍
は

住
総
研
住
ま
い
読
本
『
住
み
つ
な
ぎ
の
ス
ス
メ

─
高
齢
社
会
を
と
も
に
住
む
・
地
域
に
住
む
』（
萌
文
社
）

と
し
て
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
発
行
し
た
。「
自
ら
の
住
ま
い
を
ま
ち
に
開
く
」、「
ま
ち
に
も
う
ひ
と
つ
の

住
ま
い
を
つ
く
る
」、「
と
も
に
住
む
住
ま
い
を
つ
く
る
」
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
で
事
例
が
語
ら
れ
て
お
り
、

分
か
ち
合
う
こ
と
で
よ
り
豊
か
に
な
る
と
い
う
新
し
い
価
値
観
が
読
み
取
れ
る
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
五
日
～
九
日
に
は
、「
住
総
研
住
ま
い
読
本
展
（
於
：
建
築
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）」
を
開

催
し
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
住
ま
い
読
本
シ
リ
ー
ズ
一
号
と
し
て
出
版
し
た
『
第
３
の
住
ま
い

─
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
す
べ
て
』（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）
と
あ
わ
せ
て
、
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
二
冊
を
通
し
て
、
人
と
人
、
そ
し
て
地
域
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
書
籍
を
出
版
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
委
員
長
の
在
塚
礼
子
と
小
谷
部
育
子
の
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
暮

ら
し
方
、
生
き
方
を
交
え
て
語
っ
た
。

三
、「
住
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
「『
住
ま
い・ま
ち
学
習
』
実
践
報
告・論
文
の
公
募・発
表
」

「
住
教
育
委
員
会
」　

　

一
九
九
三
年
に
設
置
さ
れ
、
次
代
の
よ
き
住
ま
い
手
・
つ
く
り
手
を
育
む
た
め
に
、
住
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
多
分
野
の
方
々
の
交
流
と
相
互
啓
発
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
委
員
長
に
延
藤
安
弘

『住みつなぎのススメ』
（萌文社）

『第3の住まい』（エクスナ
レッジ）

「
住
総
研 

住
ま
い
読
本
」
と
し
て
の
創
刊
号
（
右
）

と
第
二
号

住まい読本展トークセッション
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伸
展
期
の
公
益
活
動

─
一
般
社
会
・
市
民
と
と
も
に　

64

氏
（
熊
本
大
学
工
学
部
教
授
）、
委
員
に
小
澤
紀
美
子
（
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授
）、
木
下
勇
（
千
葉

大
学
園
芸
学
部
助
手
）、
加
藤
仁
美
（
跡
見
学
園
短
期
大
学
講
師
）、
町
田
万
里
子
（
筑
波
大
学
付
属
小
学
校

講
師
）
の
諸
氏
（
所
属
は
当
時
）
に
お
願
い
し
、「
住
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
「『
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
』
実

践
報
告
・
論
文
の
公
募
・
発
表
」
を
二
本
柱
に
各
委
員
の
専
門
性
を
発
揮
し
た
活
動
を
行
っ
た
。

　
「
住
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
一
九
九
三
年
に
始
ま
り
、
そ
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
時
々
の
先
駆
的
な
取
り
組

み
や
話
題
を
取
り
上
げ
た
。
特
に
、
一
九
九
八
年
の
一
一
回
以
降
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
導
入
の
動
き
を
捉
え
、
学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
学
習
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
講
師
は
建
築
・
都
市
計
画
か
ら
教
育
学
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
や
実
務
者
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
が
た
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
終
了
す
る
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
、
合
計

二
〇
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
実
践
報
告
・
論
文

　

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
行
っ
た
。
都
市
計
画
、
建
築
、
教
育
、
美
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
住
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
野
の
枠
を
超
え
て
話
し
合
え
る
場
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
こ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
毎
年
『「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
実
践
報
告
・
論
文
集
』
と
し
て
発
行
す

る
ほ
か
、
そ
の
年
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
・
論
文
の
な
か
か
ら
一
〇
編
程
度
の
論
稿
を
選
出
し
、
発
表
会
を
開

催
し
た
。

　

毎
年
約
三
〇
編
の
報
告
・
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
執
筆
者
は
、
建
築
・
都
市
計
画
・
造
園
・
教
育
な
ど
の
分

野
の
大
学
所
属
の
研
究
者
・
学
生
に
よ
る
も
の
が
約
半
数
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
行
政
や
設
計
事
務

所
な
ど
の
実
務
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
ま
ち
づ
く
り
関
連
の
活
動
グ
ル
ー
プ
、
小
・
中
・
高
等
学
校
教
員
か
ら
も

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
住
教
育
が
多
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
現

れ
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
財
団
の
公
募
が
、
学
術
論
文
だ
け
で
な
く
、
実
践
報
告
も
併
せ
て
受
け
入
れ
た
こ

と
で
、
幅
広
い
層
の
実
践
・
研
究
の
成
果
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。「『
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
』

住教育フォーラム「住まい・まち学習」実践報告・論文集
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Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

65 

第
二
節　

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実　

65

『屋根のない学校』（萌文社） 『まちはこどものワンダーラ
ンド』（風土社）

日本建築学会教育賞　賞状とメダル

実
践
報
告
・
論
文
発
表
会
」
で
は
テ
ー
マ
の
発
表
の
後
に
全
体
討
論
を
行
い
、
学
校
、
行
政
、
建
築
等
の
専

門
家
、
地
域
住
民
な
ど
立
場
の
違
う
参
加
者
同
士
が
、
分
野
を
越
え
て
共
通
の
話
題
を
討
議
し
、
相
互
理
解

が
図
ら
れ
た
。

　

出
版
活
動
も
行
い
、
委
員
会
活
動
の
第
一
弾
と
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
始
ま
る
時
期
に
『
こ
れ

か
ら
の
環
境
学
習

─
ま
ち
は
こ
ど
も
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（
風
土
社
、
一
九
九
八
年
）
と
そ
の
約
一
〇

年
後
に
、
第
二
弾
と
し
て
『
屋
根
の
な
い
学
校

─
対
話
型
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
の
す
す
め
』（
萌
文
社
、

二
〇
〇
九
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
ゆ
と
り
教
育
が
批
判
を
受
け
る
な
か
で
、
人
が

豊
か
に
生
き
る
た
め
の
真
の
力
を
育
む
学
習
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
が
ま
と
め

ら
れ
た
本
と
な
っ
た
。

　
「
住
教
育
委
員
会
」
は
住
総
研
創
立
六
〇
年
を
機
に
二
〇
〇
九
年
に
終
了
し
、
学
校
で
の
更
な
る
「
住
ま

い
の
教
育
」
の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
「
住
教
育
推
進
委
員
会
」（
二
〇
〇
八
年
か
ら
開
始
、
二
〇
一
一
年

度
よ
り「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」普
及
委
員
会
へ
名
称
変
更
）へ
活
動
の
成
果
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
建
築
学
会
教
育
賞
【
教
育
貢
献
】
の
受
賞

　

一
九
九
三
年
か
ら
の
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
創
造
的
な
住
ま
い･

ま
ち
学
習
の
方
法
が
確
立
さ
れ
、
そ
の

住
教
育
の
普
及
展
開
に
関
す
る
活
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
は
日

本
建
築
学
会
教
育
賞
【
教
育
貢
献
】
を
受
賞
し
た
。
表
彰
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
創
造
的
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
の
方
法
の
確
立
と
普
及
展
開

　
「
住
ま
い
」
お
よ
び
「
ま
ち
」
に
関
す
る
学
習
は
、
市
民
に
と
っ
て
身
近
で
重
要
な
課
題
に
も
関
わ

ら
ず
、
近
年
ま
で
小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
い
て
は
そ
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
っ

た
。
住
宅
総
合
研
究
財
団
は
、
一
九
七
三
年
以
来
多
く
の
研
究
者
を
対
象
に
研
究
助
成
を
行
い
、
住
宅

研
究
の
振
興
に
努
め
て
き
た
が
、
一
九
九
三
年
、
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
校
の
み
な
ら
ず
家
庭
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伸
展
期
の
公
益
活
動

─
一
般
社
会
・
市
民
と
と
も
に　

66

住教育関係の委員会と活動について

や
地
域
に
お
け
る
多
様
な
市
民
を
対
象
に
、
よ
り
よ
い
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、「
住
教
育
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
多
様
な
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
住
教
育
委

員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
活
か
し
た
運
営
を
通
じ
て
、「
住
教
育
」
を
、「
住
ま
い
」
や
「
ま

ち
」
を
題
材
に
し
た
実
践
の
活
動
に
よ
り
「
生
き
る
力
」
を
育
む
場
と
し
て
、
ま
た
関
わ
っ
た
人
々
が

相
互
に
学
び
あ
う
対
話
型
教
育
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

　
主
な
活
動
は
、「
住
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
「『
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
』
実
践
報
告
・
論
文
公
募
お
よ

び
発
表
会
」の
開
催
で
あ
る
。「
住
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
こ
れ
ま
で
に
二
〇
回
開
催
さ
れ
、「『
住
ま
い・

ま
ち
学
習
』
実
践
報
告
・
論
文
集
」
は
一
〇
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
発
表
会
の

記
録
は
小
冊
子
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
の
学
校
教
員
や
地
域
活
動
家
に
と
っ
て
、
住
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
用
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
一
六
年
間
に
わ
た
る
住
教
育
に
対

す
る
地
道
な
自
主
的
取
り
組
み
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
筆
す
べ
き
活
動
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、「
創
造
的
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
の
方
法
と
枠
組
み
」
が
確
立

さ
れ
た
。「Educating

（
自
ら
学
ぶ
）」「
地
域
の
力
」「
総
合
学
習
」
は
、「
気
付
く
→
対
話
す
る
→

発
見
す
る
→
表
現
す
る
→
評
価
す
る
→
実
践
す
る
→
次
の
活
動
を
誘
発
す
る
」
と
い
う
ス
パ
イ
ラ
ル

ア
ッ
プ
を
生
み
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
践
を
通
し
て
体
系
的
に
体
得
す
る
こ
の
方
法
は
、
学
科

単
位
の
学
校
教
育
を
補
完
す
る
方
法
と
し
て
効
果
的
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
連
の
住
教

育
活
動
を
き
っ
か
け
に
分
野
横
断
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
的
に
形
成
さ
れ
、
今
後
の
継
続
的
な
活

動
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
る
。

　
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
ま
と
め
ら
れ
、「
屋
根
の
な
い
学
校
」（
萌
文
社
）
が

発
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
が
「
住
教
育
授
業
づ
く
り

助
成
」
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
住
教
育
の
普
及
推
進
活
動
の
展
開
が
期
待
で
き
る
。

　
よ
っ
て
、
こ
こ
に
日
本
建
築
学
会
教
育
賞
（
教
育
貢
献
）
を
贈
る
も
の
で
あ
る
。
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Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

67 

第
二
節　

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実　

67

四
、
世
界
の
す
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

一
九
九
五
年
に
村
松
伸
氏
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
助
手
）
を
委
員
長
と
し
て
若
手
研
究
者
六
名
で

始
ま
っ
た
「
ア
ジ
ア
住
宅
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
」
は
、
九
八
年
ま
で
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
二
回
開
催
し

た
。
そ
し
て
、
活
動
の
成
果
と
し
て
九
九
年
に
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
出
版
よ
り
『
ア
ジ
ア
建
築
研
究
』
を
出
版
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ジ
ア
住
宅
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
活
動
を
休
止
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
、「
世
界
の
す
ま
い
方

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
活
動
を
再
開
し
た
。
前
身
の
ア
ジ
ア
住
宅
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
を
発
展
さ
せ
、

ア
ジ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、「
世
界
の
す
ま
い
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
建
築
、
住
宅
分
野
だ
け
で
な
く
、
民
族
学
、
社
会
学
と
い
っ
た
建
築
、
住
宅
分
野
の
周
縁
部

の
テ
ー
マ
も
取
り
上
げ
、
学
際
的
な
視
野
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
に
も
、
そ
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

初
代
委
員
長
に
畑
聰
一
氏
（
芝
浦
工
業
大
学
）、
委
員
に
篠
崎
正
彦
氏
（
昭
和
女
子
大
学
）、
槻
橋
修
氏

（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）
と
い
っ
た
建
築
・
住
宅
分
野
の
研
究
者
以
外
に
、
民
族
学
専
門
の
清
水
郁

郎
（
国
立
民
族
博
物
館
）
や
家
族
社
会
学
専
門
の
千
田
有
紀
（
東
京
外
国
語
大
学
）、
土
屋
葉
（
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
）
の
諸
氏
も
加
わ
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
、
委
員
長
が
槻
橋
修
氏
に
交
代
、

二
〇
〇
五
年
に
瀬
山
真
樹
夫
氏
（
濱
菊
一
級
建
築
士
事
務
所
）、二
〇
〇
八
年
に
は
横
手
義
洋
氏
（
東
京
大
学
）

が
加
わ
り
、二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
継
続
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
計
二
五
回
開
催
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、

畑
聰
一
氏
が
委
員
長
を
務
め
た
一
一
回
ま
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ま
と
め
た
記
録
集
を
作
成
し
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
テ
ー
マ
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
第
一
九
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
な
ぜ
日
本
は
水
虫
大
国
と
な
っ
た

の
か
』（
二
〇
〇
八
年
五
月
二
四
日　

講
師
・
眞
嶋
亜
有
氏
）
で
は
日
米
の
比
較
生
活
文
化
史
的
観
点
か
ら

論
じ
ら
れ
、
第
二
三
回
『
無
国
籍
の
人
々
の
す
ま
い
と
く
ら
し
』（
二
〇
〇
九
年
七
月
九
日　

講
師
・
陳
天

璽（
て
ん
じ
）氏
）は
、自
ら
か
つ
て
無
国
籍
者
で
あ
っ
た
体
験
を
も
と
に
故
郷
や
自
分
の
居
場
所
が
国
籍
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
て
よ
い
の
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。第
二
四
回『
ド
バ
イ
を
通
じ
て
見
る
ア
ラ
ブ
』（
二
〇
〇
九

世界のすまい方フォーラム 第19回 世 界 の す ま い 方
フォーラム　チラシ

第25回世界のすまい方
フォーラム　チラシ

 
  
 
■日 時 2010 年 4 月 19 日（月）17：00～19：00 

■講 師 石井 敏 氏（東北工業大学教授） 

■司 会 篠崎 正彦 委員（東洋大学教授） 

■会 場 建築会館 3F，301 会議室（港区芝 5－26－20） 

■参加費 無料 

 
 

一般公開 
（財）住宅総合研究財団 

第 25 回世界のすまい方フォーラム 

集
ま
っ
て
住
む
形 

～
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
み
る
可
能
性
と
課
題 

 認知症という病を患う人々が暮らす居住の場として普及してきたグルー

プホーム。集まって暮らすことの価値や可能性，またそれを支える居住環境

のあり方など，そこにはこれからの超高齢社会における居住のヒントが多く

ある。グループホームを通して，これからの暮らしのあり方とその居住環境

のあり方について考えていきたい。 

講師略歴 

 1969 年  静岡県浜松市出身 

 1993 年  東北大学工学部卒業 

 1995 年  東北大学大学院工学研究科博士前期課程修了 

 1997 年  ヘルシンキ工科大学大学院に留学 

 2001 年   東京大学大学院工学系研究科博士後期課程修了， 

  東北工業大学工学部講師，日本建築学会奨励賞受賞 

 2004 年  東北工業大学工学部助教授（2007 年～准教授） 

 2010 年  東北工業大学工学部教授 

 専門分野：建築計画・環境デザイン 

お申込み方法 

先着順受付。50 名で締切。 

① WEB でのお申込み：  

   http://www.jusoken.or.jp/world-habit_form.htm 

  （世界のすまい方フォーラム HP の申込フォーム） 

② FAX でのお申込み： ０３－３４８４－５７９４へ。 

   氏名，所属，住所（所属所在地），電話番号をご記入ください。

詳細は，http//www.jusoken.or.jp/world-habitaion.htm を 

ご覧ください。 

お問い合わせ：当財団世界のすまい方フォーラム事務局 

（上記 WEB フォームまたは☎03-3484-5381） 

 

会場へのアクセス 

●都営地下鉄三田線・浅草線 

三田駅 A3 出口徒歩 3分 

●JR 山手線・京浜東北線田町駅

三田口（西口）徒歩 3分 

会場付近地図 
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Ⅱ
部　

第
二
章　

伸
展
期
の
公
益
活
動

─
一
般
社
会
・
市
民
と
と
も
に　

68

年
一
一
月
二
七
日　

講
師
・
丸
山
剛
史
氏
）
で
は
ド
バ
イ
在
住
の
立
場
か
ら
近
代
化
の
な
か
に
あ
っ
て
も
伝

統
様
式
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
事
情
が
語
ら
れ
た
。
最
終
回
（
二
五
回
）『
集
ま
っ
て
住
む
形

─
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
み
る
可
能
性
と
課
題
』（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
九
日　

講
師
・
石
井
敏
氏
）
で
は

こ
の
手
の
テ
ー
マ
で
語
ら
れ
が
ち
な
ハ
ー
ド
面
か
ら
で
な
く
疑
似
家
族
的
な
生
活
を
理
想
と
す
る
日
本
と

個
々
人
の
集
ま
り
と
捉
え
る
北
欧
と
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

世
界
の
す
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
従
来
の
委
員
会
に
お
い
て
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
建
築
学

周
辺
分
野
を
含
め
た
話
題
お
よ
び
討
論
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
お
い
て
大
変
意
味
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節　
情
報
公
開
・
普
及
の
促
進

一
、
図
書
情
報
委
員
会
に
よ
る
活
動

　

一
九
八
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
図
書
情
報
委
員
会
」（
初
代
委
員
長
・
服
部
岑
生
氏
、
そ
の
後
委
員
長

は
一
～
三
年
毎
に
交
代
し
、
内
田
雄
造
、
初
見
学
、
深
尾
精
一
、
福
川
裕
一
、
在
塚
礼
子
、
大
江
守
之
、
野

城
智
也
、
高
見
沢
実
、
遠
藤
和
義
、
横
手
義
洋
、
福
濱
嘉
宏
、
勝
又
済
の
諸
氏
が
務
め
た
）
は
、
二
〇
一
〇

年
六
月
ま
で
八
八
回
開
催
さ
れ
た
。
一
九
八
七
年
七
月
に
図
書
室
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
は
、
図
書
室
開
設

の
準
備
に
関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
、
図
書
室
の
受
入
資
料
の
推
薦
な
ら
び
に
機
関
誌
『
す

ま
い
ろ
ん
』
の
図
書
室
だ
よ
り
の
企
画
に
つ
い
て
の
討
議
が
中
心
と
な
っ
た
。
図
書
情
報
委
員
の
任
期
は
五

年
と
し
た
。
任
期
制
を
設
け
た
の
は
、
委
員
を
定
期
的
に
交
代
す
る
こ
と
に
よ
り
、
蔵
書
に
推
薦
委
員
の
個

性
が
反
映
さ
れ
、
幅
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
四
年
に
設
置
さ
れ
た
財
団
図
書
室
は
、「
市
民
に
開
か
れ
た
図
書
室
」
を
目
指
し
て
お
り
、
住
宅

2018.8現在

参考図書類 8%
官公庁・自治体刊行物

8%

学協会・団体出版物
14%

民間企業出版物 1%
教育・社会他 5%

住宅・都市計画 38%

図書室所蔵資料分野比率 (2011年8月時点）

美術・工芸 2%

歴史 3%

地誌・風俗 3%

建築・建設 18%

図書室所蔵資料分野比率（2011年８月現在）
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Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

69 

第
三
節　

情
報
公
開
・
普
及
の
促
進　

69

分
野
に
興
味
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
六
月
末
時
点
で
は
、
蔵
書
数
は
約
一
九
〇
〇
〇
冊
に
及
ん
だ
。
図
書
情
報
委
員
に
よ
っ
て
推

薦
さ
れ
た
建
築
お
よ
び
住
宅
分
野
に
お
け
る
戦
前
の
古
書
の
な
か
に
は
、
所
蔵
館
の
少
な
い
貴
重
書
も
存
在

す
る
。
そ
の
他
、『
同
潤
会
基
礎
資
料
』
等
の
復
刻
版
資
料
や
震
災
文
庫
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
中

越
地
震
等
に
関
す
る
資
料
）
も
所
蔵
し
て
い
る
。
当
室
の
特
徴
は
全
面
開
架
式
で
あ
り
、
貴
重
書
も
利
用
者

が
直
接
手
に
と
っ
て
利
用
で
き
る
点
に
あ
る
。

　

一
九
九
八
年
一
一
月
に
は
、
当
室
所
蔵
資
料
（
雑
誌
を
除
く
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
閲
覧
目
録
）
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
、
利
用
者
の
便
を
高
め
た
。

　

委
員
会
は
二
〇
一
〇
年
六
月
の
第
八
八
回
委
員
会
（
委
員
長
：
勝
又
済
）
を
も
っ
て
休
止
さ
れ
た
。
そ
の

理
由
は
二
五
年
間
の
委
員
の
方
々
の
貢
献
に
よ
り
図
書
内
容
が
充
実
し
、
当
初
の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
で
き
た

こ
と
（
約
二
万
冊
）、
お
よ
び
公
益
法
人
改
革
に
よ
り
図
書
購
入
財
源
の
見
通
し
が
不
透
明
な
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
一
一
年
以
降
は
、
購
入
図
書
推
薦
者
を
研
究
運
営
委
員
か
ら
ご
提
案
い
た
だ

き
、
毎
年
一
〇
〇
冊
程
度
の
書
籍
や
資
料
を
購
入
し
て
い
る
。

二
、
機
関
誌
『
す
ま
い
ろ
ん
』
に
よ
る
情
報
発
信

　

機
関
誌
『
す
ま
い
ろ
ん
』
は
前
身
の
「
研
究
所
だ
よ
り
」
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
一
九
八
八
年
に
編
集
委

員
会
を
組
織
し
て
再
出
発
を
し
た
。
初
代
委
員
長
は
服
部
岑
生
氏
（
千
葉
大
学
）、
そ
の
後
、
片
山
和
俊
（
東

京
芸
術
大
学
）、
小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
）、
そ
し
て
二
〇
〇
九
年
夏
号
か
ら
中
谷
礼
仁
（
早
稲
田
大
学
）
の

諸
氏
が
就
任
し
て
い
る
。
立
松
久
昌
委
員
は
当
初
か
ら
の
委
員
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
逝
去
さ
れ
る
ま
で
、

方
針
や
委
員
の
決
定
、
総
合
的
な
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
委
員
に
は
松
村
秀

一
（
東
京
大
学
）、
野
城
智
也
（
東
京
大
学
）、
手
嶋
尚
人
（
東
京
家
政
大
学
）、
小
野
田
泰
明
（
東
北
大
学
）、

大
月
敏
雄
（
東
京
大
学
）、
腰
原
幹
雄
（
東
京
大
学
）、
道
江
紳
一
（
清
水
建
設
）、
山
本
直
人
（
建
築
思
潮

2008年 2009年 2010年 2011年
新規 63人 40人 27人 41人
ﾘﾋﾟｰﾀｰ 34人 28人 17人 14人

図書室利用者数　2008-2011
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研
究
所
）、
帳
（
波
多
野
）
章
子
（
建
築
思
潮
研
究
所
）
の
諸
氏
が
い
た
。
ま
た
、
多
様
な
テ
ー
マ
に
対
応
す

る
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
特
集
担
当
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
。

　
「
す
ま
い
ろ
ん
」
の
名
称
の
由
来
は
、「
す
ま
い
の
論
壇
」
や
「SM

ILE O
N

 "H
O

U
SIN

G
 FO

RU
M

"

」

で
あ
り
、
住
宅
総
合
研
究
財
団
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
。「
研
究
の
成
果
を
や
さ
し
く
市
民
に
伝
え
る
こ
と
」

と
「
市
民
の
問
題
意
識
を
研
究
に
つ
な
げ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
す
ま
い
に
関
す
る
問
題
を
特
集
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
企
画
編
集
を
し
て
い
る
。
誌
面
は
世
界
各
地
の
す
ま
い
の
写
真
と
紹
介
文
の「
風
紋
」

か
ら
始
ま
る
。
特
集
テ
ー
マ
を
企
画
者
で
あ
る
編
集
委
員
が
論
説
す
る
「
焦
点
」
と
小
討
論
会
「
ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」、
特
集
テ
ー
マ
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
考
察
し
た
数
編
の
「
論
説
」
と
「
す
ま
い
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」、そ
れ
に
、「
私
の
す
ま
い
ろ
ん
」
と
「
す
ま
い
再
発
見
」、そ
し
て
読
者
か
ら
の
投
稿
を
掲
載
す
る
「
ひ

ろ
ば
」
等
で
構
成
し
て
い
た
。

　

一
九
九
六
年
夏
号
か
ら
は
財
団
図
書
情
報
委
員
会
が
企
画
を
す
る
「
図
書
室
だ
よ
り
」、
二
〇
〇
九
年
秋

号
か
ら
は
、
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
委
員
会
活
動
を
報
告
す
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
活
動
だ
よ
り
」
の
欄

を
新
設
し
た
。
そ
し
て
、
創
立
六
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
八
年
冬
号
か
ら
全
ペ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー
に
し
て
、
よ

り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
冊
子
に
刷
新
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
三
年
間
の
な
か
で
特
徴
的
な
号
と
し
て
は
、「
ｎ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
も
わ
る
く
な
い
」（
二
〇
〇
八
年
秋
号
）、

「
継
承
の
知
恵

─
保
存
・
再
生
・
無
意
識
」（
二
〇
〇
九
年
夏
号
）、「
ポ
ス
ト
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ハ
ウ
ジ
ン

グ

─
民
間
集
合
住
宅
の
現
代
戦
略
」（
二
〇
一
〇
年
冬
号
）、「
高
齢
者
の
す
ま
い
は
ど
こ
に
あ
る

─
『
す

ま
い
』と『
ケ
ア
』の
現
状
と
未
来
」（
二
〇
一
〇
年
春
号
）、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
住
宅
っ
て
、何
？
」（
二
〇
一
〇

年
秋
号
）、「
近
居
・
隣
居
の
ス
ス
メ

─
『
住
宅
に
住
む
』
か
ら
『
地
域
に
住
む
』
へ
」（
二
〇
一
一
年
冬
号
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
住
ま
い
方
の
変
革
が
い
ま
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
予
感
を
敏
感
に
感
じ
と

り
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
は
、
学
会
誌
や
住
宅
雑
誌
と
は
異
な
る
方
向
で
企
画･

編
集
を
行
い
、
研
究
者
に
は
高

い
評
価
を
得
て
い
た
が
、
新
法
人
移
行
に
よ
る
財
政
的
理
由
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
の
第
一
〇
四
回

『集落探訪』（建築資料研究社）

藤
井
明
氏
は
『
す
ま
い
ろ
ん
』
の
表
紙
を
飾
る
記
事

「
風
紋
」
で
紹
介
し
た
世
界
各
地
の
集
落
を
『
集
落
探

訪
』
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
し
た
。

『私のすまいろん』（建築資料
研究社）

『
す
ま
い
ろ
ん
』
に
掲
載
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
「
私
の

す
ま
い
ろ
ん
」
か
ら
、
立
松
久
昌
編
集
委
員
が
記
事

二
一
編
を
編
ん
で
、
二
〇
〇
四
年
に
出
版
し
た
。
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伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

71 

第
三
節　

情
報
公
開
・
普
及
の
促
進　

71

特
集
テ
ー
マ

特
集
企
画
担
当

一
九
九
八
年 
秋
号（
四
八
号
）
フ
ォ
リ
ナ
ー
ズ
に
よ
る
住
宅
設
計

─
─
異
文
化
と
の
葛
藤 

片
山
和
俊（
東
京
藝
術
大
学
）

一
九
九
九
年 

冬
号（
四
九
号
）
す
ま
い
と「
性
能
」

峰
政
克
義（
住
総
研
）

一
九
九
九
年 

春
号（
五
〇
号
）
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
の
実
像
と
虚
像

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

一
九
九
九
年 

夏
号（
五
一
号
）
住
ま
い
の
資
源
循
環

野
城
智
也（
東
京
大
学
大
学
院
）

一
九
九
九
年 

秋
号（
五
二
号
）
新
・
借
り
て
住
む
─
─
第
三
の
道

小
林
秀
樹（
建
設
省
建
築
研
究
所
）

二
〇
〇
〇
年 

冬
号（
五
三
号
） 

異
端
と
し
て
の
住
宅
史

中
谷
礼
仁（
大
阪
市
立
大
学
）

二
〇
〇
〇
年 

春
号（
五
四
号
）
再
検
証
─
─
地
域
か
ら
の
ま
ち
づ
り

片
山
和
俊（
東
京
藝
術
大
学
）

二
〇
〇
〇
年 

夏
号（
五
五
号
）
中
古
住
宅
再
考

峰
政
克
義（
住
総
研
）

二
〇
〇
〇
年 

秋
号（
五
六
号
）
団
地
─
─
む
か
し
・
い
ま
・
こ
れ
か
ら

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
一
年 

冬
号（
五
七
号
）
も
の
づ
く
り
の
暗
黙
知

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
〇
一
年 

春
号（
五
八
号
）
住
ま
い
の「
高
さ
計
画
」序
論

小
林
秀
樹（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
総
合
研
究
所
）

二
〇
〇
一
年 

夏
号（
五
九
号
）
住
宅
大
疑
問

中
谷
礼
仁（
大
阪
市
立
大
学
）

二
〇
〇
一
年 

秋
号（
六
〇
号
）
「
若
手
」建
築
家
の
住
宅
設
計

片
山
和
俊（
東
京
藝
術
大
学
）

二
〇
〇
二
年 

冬
号（
六
一
号
）
自
分
史
の
な
か
の
原
風
景

─
─
都
市
居
住
の
記
憶

中
嶋
節
子（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
）

二
〇
〇
二
年 

春
号（
六
二
号
）
都
心
に
住
む

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
二
年 

夏
号（
六
三
号
）
論
争
・
住
ま
い
づ
く
り
研
究

小
林
秀
樹（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
二
年 

秋
号（
六
四
号
）
も
た
ざ
る
豊
か
さ

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
〇
三
年 

冬
号（
六
五
号
）
居
住
に
よ
る
都
市
の
変
容

中
谷
礼
仁（
大
阪
市
立
大
学
）

二
〇
〇
三
年 

春
号（
六
六
号
）
住
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り

─
─
環
境
色
彩
の
視
点
─
─

片
山
和
俊（
東
京
藝
術
大
学
）

二
〇
〇
三
年 

夏
号（
六
七
号
）
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
三
年 

秋
号（
六
八
号
）
伝
統
技
術
の
進
行
形

中
嶋
節
子（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
）

二
〇
〇
四
年 

冬
号（
六
九
号
）
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
と
す
ま
い

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
〇
四
年 

春
号（
七
〇
号
）
論
争
・
ミ
ニ
戸
建
て

小
林
秀
樹（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
四
年 

夏
号（
七
一
号
）
伝
統
に
は
ま
る

中
谷
礼
仁（
大
阪
市
立
大
学
）

す
ま
い
ろ
ん
一
九
九
八
年
秋
号（
通
巻
四
八
号
）〜
二
〇
一
一
年
冬
号（
通
巻
九
七
号
）一
覧
。
な
お
、
研
究
所
だ
よ
り
一
九
八
四
年
七
月
号（
通
巻
〇
号
）〜
一
九
八
七
年

九
月
号（
通
巻
五
号
）お
よ
び
、
す
ま
い
ろ
ん
一
九
八
八
年
春
号（
通
巻
六
号
）〜
一
九
九
八
年
夏
号（
通
巻
四
七
号
）ま
で
は
、
五
〇
年
史（
一
六
六
〜
一
七
三
頁
）を
参
照
。
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72

二
〇
〇
四
年 

秋
号（
七
二
号
）
図
面
を
読
む

─
─
吉
村
順
三
が
住
宅
設
計
に
残
し
た
も
の

片
山
和
俊（
東
京
藝
術
大
学
）

二
〇
〇
五
年 

冬
号（
七
三
号
）
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
を「
終
の
棲
家
」に

柴
原
達
明（
住
総
研
）

二
〇
〇
五
年 

春
号（
七
四
号
）
住
宅
地
設
計
の
秘
密
と
継
承

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
五
年 
夏
号（
七
五
号
） 

家
歴
書
・
血
統
書

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
〇
五
年 
秋
号（
七
六
号
）
住
宅
組
合
─
─
公
私
の
中
間

小
林
秀
樹（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
六
年 

冬
号（
七
七
号
）
住
宅
写
真

中
谷
礼
仁（
大
阪
市
立
大
学
）

二
〇
〇
六
年 

春
号（
七
八
号
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ロ
マ
ン

─
─
住
設
と
建
築
デ
ザ
イ
ン

ヨ
コ
ミ
ゾ
･
マ
コ
ト（
a
a
t
＋
ヨ
コ
ミ
ゾ
マ
コ
ト

建
築
設
計
事
務
所
）

二
〇
〇
六
年 

夏
号（
七
九
号
）
ス
モ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
住
ま
い

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
六
年 

秋
号（
八
〇
号
）
す
ま
い
の
境
界
面
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

高
橋
真
奈
美（
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
）

二
〇
〇
七
年 

冬
号（
八
一
号
）
夕
日
が
丘
三
丁
目
の
す
ま
い
ろ
ん

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
〇
七
年 

春
号（
八
二
号
）
今
、
な
ぜ
、
シ
ェ
ア
居
住
か
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
秀
樹（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
七
年 

夏
号（
八
三
号
）
す
ま
い
の
過
剰

─
─
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し

中
谷
礼
仁（
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
）

二
〇
〇
七
年 

秋
号（
八
四
号
）
洋
館
再
考
─
─
な
ぜ
残
る
か
？
　
　
　
　
　

小
黒
利
昭（
住
総
研
）

二
〇
〇
八
年 

冬
号（
八
五
号
）
21
世
紀
型
の
公
営
住
宅
デ
ザ
イ
ン
　

小
野
田
泰
明（
東
北
大
学
大
学
院
）

二
〇
〇
八
年 

春
号（
八
六
号
）
谷
中
は
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
か
　

手
嶋
尚
人（
東
京
家
政
大
学
）

二
〇
〇
八
年 

夏
号（
八
七
号
）
21
世
紀
え
ね
る
ぎ
事
情
　

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
〇
八
年 

秋
号（
八
八
号
） 

n
L
D
K
も
わ
る
く
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
秀
樹（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
九
年 

冬
号（
八
九
号
）
災
害
と
住
文
化

中
谷
礼
仁（
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
）

二
〇
〇
九
年 

春
号（
九
〇
号
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
住
宅
地
再
生

服
部
岑
生（
千
葉
大
学
）

二
〇
〇
九
年 

夏
号（
九
一
号
）
継
承
の
知
恵

─
─
保
存
・
再
生
・
無
意
識

手
嶋
尚
人（
東
京
家
政
大
学
）

二
〇
〇
九
年 

秋
号（
九
二
号
）
素
材
か
ら
考
え
る
す
ま
い
の
か
た
ち

野
城
智
也（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
一
〇
年 

冬
号（
九
三
号
）
ポ
ス
ト
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

─
─
民
間
集
合
住
宅
の
現
代
戦
略
─
─

小
野
田
泰
明（
東
北
大
学
大
学
院
）

二
〇
一
〇
年 

春
号（
九
四
号
）
高
齢
者
の
す
ま
い
は
ど
こ
に
あ
る

─
─「
す
ま
い
」と「
ケ
ア
」の
現
状
と
未
来

道
江
紳
一（
清
水
建
設
）＋
井
上
由
起
子（
国
立
保
健

医
療
科
学
院
）

二
〇
一
〇
年 

夏
号（
九
五
号
）
動
く
住
ま
い
：
流
動
的
都
市
の
原
風
景
と
未
来

青
井
哲
人（
明
治
大
学
）

二
〇
一
〇
年 

秋
号（
九
六
号
）
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
住
宅
っ
て
、
何
？

加
藤
信
介（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
）

二
〇
一
一
年 

冬
号（
九
七
号
）
近
居
・
隣
居
の
ス
ス
メ

─
─「
住
宅
に
住
む
」か
ら「
地
域
に
住
む
」へ

大
月
敏
雄（
東
京
大
学
）
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第
三
節　

情
報
公
開
・
普
及
の
促
進　

73

委
員
会
、
お
よ
び
二
〇
一
一
年
冬
号
（
通
巻
九
七
号
）「
近
居
・
隣
居
の
ス
ス
メ
─
─
『
住
宅
に
住
む
』
か

ら
『
地
域
に
住
む
』
へ
」
を
も
っ
て
一
旦
休
刊
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
復
刊
は
財
団
の
運
営
状
態
が
安
定

化
す
る
五
年
後
の
二
〇
一
六
年
冬
号
（
通
巻
九
八
号
）
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。

三
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
機
能
の
拡
大
ほ
か

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
化
の
進
歩
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
財
団
も
時
代
に
合
わ
せ
Ｏ
Ａ
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
を
進
め
て
き
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
財
団
の
Ｏ
Ａ
化
が
一
段
落
し
、

機
器
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
了
し
た
一
九
九
六
年
に
開
始
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
財
団
職
員
が
各
自
担
当
す

る
内
容
を
自
ら
更
新
す
る
、い
わ
ゆ
る
手
づ
く
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
階
層
が
複
雑
に
な
っ
た
こ
と
と
、
読
み
手
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
を

考
慮
し
て
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
各
ペ
ー
ジ
の
整
理
統
合
を
図
っ
た
。

　

創
立
六
〇
周
年
の
二
〇
〇
八
年
と
法
人
移
行
の
二
〇
一
一
年
に
は
全
面
的
改
訂
を
行
っ
た
。
最
初
に
「
助

成
研
究
論
文
」
の
リ
ス
ト
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
し
、そ
の
後
、引
き
続
き
印
刷
助
成
出
版
物
、『
す
ま
い
ろ
ん
』

の
リ
ス
ト
、
財
団
の
催
し
物
の
開
催
案
内
や
事
業
活
動
の
お
知
ら
せ
（
メ
ル
マ
ガ
）
な
ど
を
公
開
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月
よ
り
住
総
研
の
四
半
期
毎
の
活
動
概
要
や
イ
ベ
ン
ト
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
・
案
内
等
を
記
載
し
た
季
刊
「
住
総
研
だ
よ
り
」
が
メ
ル
マ
ガ
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
（
～
二
〇
一
五

年
）。
配
信
先
は
主
に
当
財
団
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
や
過
去
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
へ
の
参
加
者
約
一
五
〇
〇
名
を
対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
二
〇
一
五
年
以
降
は
当
財
団
の
催
し
物
情
報
や
新
刊
案
内
等
に

限
定
し
て
発
信
し
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
更
に
二
〇
一
三
年

に
はFacebook

とTw
itter

で
の
情
報
発
信
も
開
始
し
、
よ
り
即
時

性
の
あ
る
情
報
発
信
を
可
能
と
し
た
。

「住総研だより」第1号

「住総研だより」第23号

住
総
研
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　

一
九
九
九
年
に
、
機
関
誌
『
す
ま
い
ろ
ん
』
夏
号
の

な
か
で
、
財
団
の
動
き
を
紹
介
す
る
「
住
総
研
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
」
を
設
け
た
と
き
、
財
団
職
員
み
ん
な
で
考

え
、
使
い
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
平
井
な
か
の
ア
イ
デ

ア
に
内
山
和
彦
が
「
も
う
少
し
間
隔
を
あ
け
て
」、「
住

総
研
の
文
字
は
も
う
少
し
上
に
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
出
来
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ
て
英

文
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
作
っ
た
り
、
図
柄
を
強
調
す
る
よ
う

に
影
を
つ
け
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

加
え
な
が
ら
使
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
三
年

に
は
永
田
一
雄
の
提
案
で
商
標
登
録
も
済
ま
せ
た
。

　

そ
れ
以
前
に
も
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
持
と
う
と
い
う
動
き

は
あ
り
、
一
九
九
七
年
ご
ろ
、
当
時
の
故
大
坪
昭
専

務
理
事
の
指
示
で
職
員
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄

り
、
比
較
検
討
し
た
が
、
決

定
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が

あ
っ
た
。

　

下
掲
は
、英
文
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

Housing 
Research 
Foundation 
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社
会
的
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
い
ま
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
時
期
を
逸
す
る
課
題
の
な
か
で
、
た
ま
た
ま
研
究
助

成
の
応
募
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
財
団
が
主
体
的
に
発
案
し
研
究
運
営
委
員
会
に
諮
っ
た
う
え
で
、
取

り
組
ん
で
き
た
。
よ
り
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
気
構
え
と
、
研
究
者
と
と

も
に
取
り
組
み
、
そ
の
研
究
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
り
の
あ
る
自
主
研
究
活
動
が
可
能
な
よ

う
に
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
取
り
組
ん
だ
い
く
つ
か
の
調
査
・
研
究
と
そ
の
公
開
普
及
活
動
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

 

第
一
節　
特
別
課
題
研
究
委
員
会
の
発
足

一
、
住
宅
研
究
史
委
員
会
に
よ
る
『
現
代
住
宅
研
究
の
変
遷
と
展
望
』
の
発
刊

　

財
団
は
住
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究
助
成
を
主
要
な
事
業
と
し
、
一
九
七
三
年
か
ら
三
三
年
間
で
七
九
二

件
の
研
究
を
助
成
し
て
き
た
。
住
関
連
研
究
は
、
そ
の
蓄
積
が
増
加
す
る
一
方
で
、
展
開
が
多
岐
に
わ
た
り
、

各
々
の
分
野
ご
と
の
専
門
性
の
分
化
で
全
体
像
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
加

え
て
日
本
の
住
宅
を
と
り
ま
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
新
た
な
研
究
課
題
の
発
見
と
取
り
組
み
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。
研
究
を
助
成
す
る
立
場
と
し
て
、
財
団
独
自
の
特
色
あ
る
助
成
や
、
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
募
集
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
と
の
考
え
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
創
立
六
〇
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
助
成
研
究
テ
ー
マ
検
討
の
拠
り
所
を
自
ら
発
議
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
住
関
連
各
分
野
の
研
究
者
に
依
頼
し
て
委
員
会
を
構
成
し
、
研
究
の
時
代
を
画
す
る
論
文

等
を
年
代
順
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
研
究
の
流
れ
を
把
握
し
、
研
究
史
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
に
お
け
る
住
関
連
研
究
を
総
括
し
て
今
後
の
課
題
を
展
望
し
、

若
手
研
究
者
の
指
針
と
も
な
る
も
の
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
た
。
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77

　

二
〇
〇
六
年
四
月
に
「
住
宅
研
究
史
委
員
会
」
を
発
足
し
た
。
委
員
長
に
髙
田
光
雄
氏
（
京
都
大
学
）、

委
員
と
し
て
計
画
系
で
小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
）、
定
行
ま
り
子
（
日
本
女
子
大
学
）、
大
月
敏
雄
（
東
京
理

科
大
学
）、
構
法
・
生
産
系
で
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
）、
高
齢
者
居
住
で
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
）、
三

浦
研
（
大
阪
市
立
大
学
）、
住
宅
市
場
・
政
策
で
檜
谷
美
恵
子
（
大
阪
市
立
大
学
）、
住
宅
・
住
宅
地
管
理
で

齊
藤
広
子
（
明
海
大
学
）、都
市
計
画
系
で
高
見
沢
実
（
横
浜
国
立
大
学
）、農
村
計
画
系
で
神
吉
紀
世
子
（
京

都
大
学
）、
住
居
史
で
内
田
青
蔵
（
埼
玉
大
学
）、
住
宅
関
連
の
環
境
工
学
で
岩
前
篤
（
近
畿
大
学
）
の
諸
氏

に
依
頼
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
安
枝
英
俊
（
京
都
大
学
）、
ヨ
ム
・
チ
ョ
ル
ホ
（
京

都
大
学
）
の
両
氏
に
も
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、『
現
代
住
宅
研
究
の
変
遷
と
展
望
』（
丸
善
株
式
会

社
）
を
出
版
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
各
分
野
を
代
表
す
る
委
員
の
視
点
か
ら
「
住
宅
研
究
の
変
遷
」
を
分
野

別
に
簡
潔
に
解
説
す
る
第
一
部
、
近
年
の
住
宅
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
て
各
委
員
が
自
ら
の
視
点
で
課
題
と

展
望
を
述
べ
る
第
二
部
「
こ
れ
か
ら
の
住
宅
研
究
」
お
よ
び
委
員
に
よ
る
座
談
会
と
い
う
構
成
と
し
た
。
の

べ
四
〇
名
の
方
が
た
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
、
三
七
〇
頁
に
及
ぶ
大
作
が
完
成
し
た
。

　

冒
頭
の
「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」
に
は
、「
本
書
の
編
纂
を
通
し
て
今
後
の
助
成
事
業
の
あ
り
方
、
住
宅
研

究
の
方
向
を
探
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
は
「
過
去
の
研
究
の
推
移
・
動
向
・
成
果
を
総
覧
し
体
系
的

に
整
理
し
こ
れ
か
ら
の
研
究
へ
の
道
標
」
を
示
す
こ
と
、
二
つ
に
社
会
に
対
し
て
「
多
様
で
分
か
り
に
く
い

住
宅
研
究
の
理
解
の
手
助
け
」
と
も
な
る
成
果
を
目
指
す
こ
と
、 

三
つ
は
「
応
募
者
に
委
ね
た
課
題
の
み
で

は
な
く
、
財
団
自
ら
も
時
代
の
要
請
に
応
え
た
課
題
を
探
り
、
主
体
的
に
活
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の

自
問
に
応
え
る
こ
と
で
し
た
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
種
々
の
課
題
に
対
す
る
理
解
や
、
今
後
の
活
動
に
向
け

て
手
掛
か
り
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
願
い
を
込
め
て
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。」（
野
村
理
事
長
）
と
、

こ
の
本
を
発
刊
す
る
こ
と
の
趣
意
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
刊
行
に
よ
せ
て
」
で
は
、
鈴
木
成
文
氏
、

内
田
祥
哉
氏
、
巽
和
夫
氏
の
三
名
か
ら
住
総
研
へ
の
さ
ら
な
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

『現代住宅研究の変遷と展
望』（丸善株式会社）
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二
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
調
査
研
究
委
員
会

　

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
調
査
研
究
委
員
会
は
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
再
生
に
少
子
高
齢
化
や
環
境
配
慮
に
対
応
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
し
て
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
導
入
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
論
じ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
提
示
す

る
こ
と
を
目
的
に
二
〇
〇
六
年
か
ら
三
年
間
に
渡
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
故
小
谷
部
育
子
氏
（
日
本
女
子
大
学
）
を
委
員
長
に
、
委
員
と
し
て
小
泉
雅
生
（
首
都
大

学
東
京
）、大
橋
寿
美
子（
湘
北
短
期
大
学
）、伊
香
賀
俊
治（
慶
應
義
塾
大
学
）、櫻
井
典
子（
日
本
女
子
大
学
）、

田
村
誠
邦
（
株
式
会
社
ア
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
）
の
諸
氏
に
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
住
総
研
か
ら
柴
原
達
明
、
上

林
一
英
、
岡
崎
愛
子
が
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た
（
所
属
は
当
時
の
も
の
）。
住
居
計
画
系
と
設
計
系
、
環
境

計
画
系
、
事
業
計
画
系
の
研
究
者
で
組
織
さ
れ
、
さ
ら
に
各
大
学
の
大
学
院
生
が
調
査
研
究
協
力
者
と
し
て

加
わ
り
、
成
果
の
一
部
は
修
士
論
文
や
建
築
学
会
発
表
論
文
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
研
究
内
容
と
し
て
は
、
小
谷
部
委
員
長
を
中
心
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

三
事
例
お
よ
び
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ん
か
ん
森
（
東
京
日
暮
里
）
に
つ
い
て
の
継
続
調
査
と
、
そ
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
た
住
総
研
の
賃
貸
集
合
住
宅
を
モ
デ
ル
と
し
た
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
モ
デ
ル
試
案

を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
は
報
告
書「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会
報
告
書
」（
丸
善
、

二
〇
〇
九
年
一
一
月
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
な
お
、
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
モ
デ
ル
検
討
は
派
生

し
Ｗ
Ｐ
Ｃ
住
宅
ス
ト
ッ
ク
高
度
利
用
推
進
技
術
開
発
委
員
会
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
住
総
研
が
一
般
向
け
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
実
際
に
役
立
つ
書
籍
を
目
指
し
、
新
た
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
「
住
総
研
住
ま
い
読
本
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
号
と
し
て
、
報
告
書
を
ベ
ー
ス
に
『
第
３
の
住
ま

い
』（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
、
二
〇
一
二
年
）
を
出
版
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
研
究
活
動
は
、「
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
普
及
推
進
に
寄
与
す
る

実
践
と
包
括
的
研
究
」
と
し
て
業
績
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
都
市
住
宅
学
会
賞
業
績
賞
を
受
賞
し
た
。

スウェーデン・イエラボリ市のコレクティブハウジン
グを調査

『コレクティブハウジング
研究委員会報告書』
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Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

79 

第
一
節　

特
別
課
題
研
究
委
員
会
の
発
足　

79

三
、
Ｗ
Ｐ
Ｃ
住
宅
ス
ト
ッ
ク
高
度
利
用
推
進
技
術
開
発
委
員
会

　

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
モ
デ
ル
の
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
財
団
所
有
の
市
ヶ
谷

加
賀
町
ア
パ
ー
ト（
壁
式
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
：
Ｗ
Ｐ
Ｃ
工
法
）と
立
川
マ
ン
シ
ョ
ン（
ブ

レ
キ
ャ
ス
ト
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
：
Ｈ
Ｐ
Ｃ
工
法
）
の
二
つ
の
住
宅
で
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
中

で
耐
震
壁
に
開
口
を
設
置
し
て
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
度
が
認
知
さ
れ
、
関
口
新
設
に
向
け
て
の
取
り
組
み

が
、
二
〇
〇
八
年
七
月
か
ら
の
小
泉
雅
生
（
首
都
大
学
東
京
）、
小
谷
部
育
子
（
日
本
女
子
大
学
）、
門
脇
耕

三（
首
都
大
学
東
京
）の
諸
氏
ら
を
中
心
と
し
て
国
土
交
通
省
建
設
技
術
研
究
開
発
助
成
制
度
を
活
用
し
、「
既

存
構
造
躯
体
の
撤
去
・
補
強
を
核
と
し
た
Ｗ
Ｐ
Ｃ
構
造
住
宅
高
度
利
用
促
進
技
術
の
開
発
」
産
学
官
テ
ー
マ

推
進
委
員
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
構
造
検
討
に
関
し
て
は
、
高
木
次
郎
氏
（
首
都
大
学
東
京
）
を

中
心
と
し
て
外
部
の
構
造
専
門
家
と
し
て
元
清
水
建
設
設
計
本
部
副
本
部
長(

構
造
担
当)

の
堀
富
博
氏
を

住
総
研
の
特
別
研
究
員
と
し
て
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
口
方
式
に
対
し
て
の
二
分

の
一
原
寸
モ
デ
ル
を
Ｐ
Ｃ
工
場
で
二
〇
〇
九
年
三
月
か
ら
作
成
し
、
首
都
大
学
東
京
の
構
造
実
験
棟
で
、
加

力
試
験
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
耐
震
性
に
つ
い
て
は
、
開
口
新
設
後
で
あ
っ
て
も
現
行
基
準
の
Ｉ
Ｓ
値
〇
・
六
以
上
を
ク
リ

ア
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
種
々
の
活
用
モ
デ
ル
提
案
が
作
成
さ
れ
た
。

　

開
口
新
設
に
関
す
る
法
的
な
課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
量
産
住
宅
が
認
定
構
法
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の

改
造
に
関
し
て
の
法
的
な
取
扱
い
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
全
国
の
自
治
体
等
に
現
在

の
保
有
状
況
も
含
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ
の
う
ち
数
か
所
の
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、主
要
構
造
部
の
過
半
を
改
修
し
な
い
た
め
、確
認
申
請
手
続
は
不
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、後
々

の
構
造
性
能
の
担
保
の
た
め
に
は
、
構
造
評
定
等
の
手
順
を
経
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
ま
た
考
え
方

に
つ
い
て
も
当
初
認
定
時
の
構
造
耐
力
（
Ｉ
Ｓ
値
）
を
変
更
す
る
事
に
関
し
て
は
、現
行
基
準(
Ｉ
Ｓ
値
〇
・

六
以
上)

を
ク
リ
ア
ー
で
き
れ
ば
良
い
と
す
る
も
の
と
認
定
時
の
Ｉ
Ｓ
値
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

住まい読本第1号『第3の
住まい』（エクスナレッジ）

「2012年都市住宅学会賞業
績賞」表彰状

『WPC構造住宅ストック高度
利用促進技術の開発報告書』
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Ⅱ
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80

す
る
も
の
の
二
つ
が
あ
り
、
実
際
に
開
口
設
置
を
行
う
場
合
は
、
各
行
政
庁
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

結
論
と
な
っ
た
。

四
、
住
宅
史
料
委
員
会

　
「
住
宅
史
料
委
員
会
」
が
準
備
懇
談
会
を
経
て
二
〇
〇
六
年
九
月
に
発
足
し
た
。
委
員
会
の
設
立
趣
旨
は
、

「
住
宅
関
連
の
歴
史
的
資
料
を
整
理
し
、
歴
史
資
料
研
究
の
必
要
性
の
あ
る
と
こ
ろ
を
把
握
し
、
世
の
中
に

顕
在
化
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
活
動
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
住
宅
史
料
の
発
掘
や
デ
ー

タ
な
ど
の
と
り
ま
と
め
」
に
対
す
る
意
見
具
申
を
行
い
、課
題
別
の
研
究
会
を
設
け
具
体
化
を
図
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
八
年
の
創
立
六
〇
年
に
向
け
て
成
果
の
出
版
や
展
示
会
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

西
和
夫
氏
（
神
奈
川
大
学
）
を
委
員
長
に
、
委
員
と
し
て
谷
直
樹
（
大
阪
市
立
大
学
）、
波
多
野
純
（
日

本
工
業
大
学
）、
内
田
青
蔵
（
埼
玉
大
学
）、
小
沢
朝
江
（
東
海
大
学
）
の
諸
氏
に
依
頼
し
、
年
三
〜
四
回
の

開
催
で
運
営
さ
れ
た
。

　

既
に
活
動
し
て
い
た
「
清
水
建
設
（
戦
前
）
邸
宅
資
料
研
究
会
（
住
宅
ア
ー
カ
イ
ブ
）」
と
谷
委
員
が
企

画
し
て
い
た
「
中
井
家
文
書
研
究
会
」
は
当
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ

ら
に
「
高
松
大
工
久
保
田
家
文
書
研
究
会
」
を
加
え
三
つ
の
研
究
会
が
活
動
を
し
た
。

　
「
清
水
建
設
邸
宅
資
料
研
究
会
」
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
財
団
の
自
主
研
究
と
し
て
発
足
し
た
。
清
水

建
設
が
創
立
二
〇
〇
年
を
期
に
整
理
し
た
戦
前
の
社
史
資
料
の
な
か
か
ら
、
社
史
に
は
登
場
し
難
い
住
宅
関

連
史
料
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
住
宅
（
邸
宅
）
生
産
の
歴
史

を
補
足
す
る
史
料
と
し
て
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、清
水
建
設
の
技
術
者
も
交
え
、内
田
青
蔵
（
埼

玉
大
学
）
委
員
長
の
も
と
発
足
し
た
。

　

戦
前
の
住
宅
施
工
実
績
（
約
二
〇
〇
〇
件
）
の
な
か
か
ら
、
明
治
末
か
ら
大
正
一
一
年
ま
で
の
『（
彩
色
）

彩色設計図集・住宅ノ巻　一事例（1） 彩色設計図集・住宅ノ巻 表紙
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Ⅱ
部
　
伸
展
期
　
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
一
三
年
間　

81 

第
一
節　

特
別
課
題
研
究
委
員
会
の
発
足　

81

設
計
図
集
・
住
宅
ノ
巻
』（
四
五
件
）
と
大
正
末
か
ら
昭
和
一
六
年
ま
で
の
主
な
実
績
を
ま
と
め
た
『
住
宅

建
築
図
集
』（
三
六
七
件
）
を
中
心
に
活
動
を
開
始
し
た
。
〇
六
年
九
月
、
彩
色
設
計
図
集
に
関
し
て
中
間

報
告
書
を
ま
と
め
、
清
水
建
設
に
お
い
て
発
表
会
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
を
公
開
す
る
た
め
、
出
版
と
展

示
会
を
創
立
六
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
『
明
治
・
大
正
の
邸
宅

─
清
水
組

作
成
彩
色
図
の
世
界
』（
柏
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
資
料
を
活
用
し
、
二
〇
〇
九
年
四
月
の

東
京
展
に
続
き
、
八
月
に
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
、「
明
治
・
大
正
お
屋
敷
ド
ロ
ー
イ
ン

グ

─
近
代
住
宅
彩
色
図
集
か
ら
み
た
清
水
組
の
仕
事

─
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
書
籍

の
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
執
筆
者
で
も
あ
っ
た
一
部
委
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り

販
売
を
中
止
し
た
。

　

な
お
、『
住
宅
建
築
図
集
』
に
関
し
た
活
動
は
、
創
立
七
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、
図
集
に
掲
載
さ
れ
た

三
六
七
件
の
中
で
現
存
す
る
住
宅
五
十
数
件
に
つ
い
て
二
〇
一
七
年
度
か
ら
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
公
開
普

及
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
清
水
建
設
所
蔵
『
彩
色
設
計
図
』
委
員
会
・
研
究
会
」
が
二
〇
〇
九
年
七
月
か
ら
は
あ
ら
た
に

二
〇
一
二
年
七
月
ま
で
の
有
期
で
発
足
し
た
。
委
員
会
は
鈴
木
博
之
氏
（
青
山
学
院
大
学
）
を
委
員
長
と
し
、

内
田
青
蔵
（
神
奈
川
大
学
）、
谷
直
樹
（
大
阪
市
立
大
学
）、
波
多
野
純
（
日
本
工
業
大
学
）、
松
波
秀
子
（
清

水
建
設
）、
安
野
彰
（
文
化
女
子
大
学
）
の
諸
氏
が
委
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
研
究
会
は
内
田
青
蔵
氏
を
座

長
と
し
、勝
木
祐
仁
（
日
本
工
業
大
学
）、川
上
悠
介
（
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
）、中
嶋
節
子
（
京
都
大
学
）、

横
手
義
洋
（
東
京
大
学
）
お
よ
び
清
水
建
設
か
ら
鈴
川
喜
勇
、
畑
田
尚
子
、
松
波
秀
子
、
宮
谷
慶
一
の
諸
氏

を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
・
研
究
会
は
清
水
建
設
か
ら
住
宅
総
合
研
究
財
団
へ
の
業
務
委
託
と
い
う
形
で
発
注
さ
れ
そ

の
目
的
は
二
つ
あ
り
、
①
「
彩
色
設
計
図
」
の
調
査
研
究
業
務
に
基
づ
く
報
告
書
の
作
成
と
登
録
有
形
文
化

財
指
定
の
申
請
業
務
、
②
そ
の
成
果
に
基
づ
く
図
書
の
出
版
で
あ
っ
た
。
①
の
う
ち
、
報
告
書
は
先
の
「
住

宅
ノ
巻
」
だ
け
で
は
な
く
、「
銀
行
ノ
巻
」「
会
社
・
商
店
・
事
務
所
ノ
巻
」「
学
校
・
図
書
館
・
病
院
ノ
巻
」「
工

「明治・大正お屋敷ドロー
イング（大阪展）」ポスター

『明治大正の邸宅』（柏書房） 彩色設計図集・住宅ノ巻  一事例（2）
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82

場
・
倉
庫
ノ
巻
」
な
ど
八
巻
、
建
築
物
三
二
三
件
（
図
集
と
し
て
の
の
べ
件
数
は
三
四
七
件
だ
が
二
四
件
の

重
複
あ
り
）、
設
計
図
六
三
二
点(

本
来
六
三
四
点
だ
が
二
点
が
欠
落
）
に
わ
た
る
資
料
を
二
〇
一
三
年
二

月
に
提
出
し
た
。
な
お
②
の
出
版
は
諸
般
の
事
情
で
断
念
し
た
。

　

文
化
財
指
定
は
、
文
化
庁
に
対
し
て
「
彩
色
設
計
図
集
」
の
収
録
作
品
の
施
工
記
録
や
関
連
資
料
な
ど
の

調
査
記
録
に
基
づ
き
説
明
・
報
告
を
重
ね
、
所
要
の
手
続
き
を
経
て
二
〇
一
一
年
三
月
に
登
録
有
形
文
化
財

（
美
術
工
芸
品
―
歴
史
資
料
）
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
清
水
建
設
に
と
っ
て
も
、財
団
に
と
っ

て
も
社
会
に
対
し
て
の
貢
献
が
公
に
認
定
さ
れ
た
貴
重
な
経
験
と
実
績
と
な
っ
た
。

　
「
中
井
家
文
書
研
究
会
」
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
第
一
級
の
公
家
住
宅
や
武
家
住
宅
を
一
手
に
引
き
受

け
て
い
た
中
井
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
建
築
指
図
・
絵
図
、
文
書
類
約
五
二
〇
〇
点
を
分
類
整
理
、
目
録
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
近
世
に
お
け
る
上
層
住
宅
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
二
〇
〇
六
年
に
発
足
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
に
重
文
指
定
を
受
け
た
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
京
都
歴
史
資
料
館
等
に
保
管
管
理
さ
れ
て

い
る
。
中
井
家
直
系
の
子
孫
で
あ
る
中
井
正
知
氏
の
参
画
を
得
て
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、
谷
直
樹
（
大
阪
市

立
大
学
）
座
長
、
川
上
貢
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
顧
問
に
、
西
和
夫
（
神
奈
川
大
学
）、
井
上
満
郎
（
京

都
産
業
大
学
）、
下
坂
守
（
帝
塚
山
大
学
）、
伊
東
宗
裕
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
）、
新
谷
昭
夫
（
大
阪
市
立

住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）、
植
松
清
志
（
大
阪
人
間
科
学
大
学
）、
中
嶋
節
子
（
大
阪
市
立
大
学
）
の
諸
氏

に
お
願
い
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
建
築
博
物
館
（
建
築
会
館
）
で
一
部
が
公
開
展
示
さ
れ
た
後
、
同
月
に
大
阪
市
立

住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
企
画
展
「
世
界
遺
産
を
作
っ
た
大
工
棟
梁

─
中
井
大
和
守
の
仕
事
展
」
が
開

催
さ
れ
、
来
場
者
計
四
三
六
〇
名
と
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
「
高
松
大
工
久
保
田
家
文
書
研
究
会
」
は
、
現
在
の
高
松
市
西
本
町
で
江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
三
〇
年

近代をつくった大工棟梁展
ポスター

『中井大和守の仕事─世界遺産
をつくった大工棟梁』図録

「中井大和守の仕事展」ポス
ター
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代
ま
で
活
動
し
た
大
工
の
家
で
あ
る
久
保
田
家
に
残
さ
れ
た
文
書
類
を
調
査
検
討
し
、
そ
の
様
相
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
宅
史
は
も
ち
ろ
ん
広
く
建
築
史
料
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

二
〇
〇
七
年
に
西
委
員
長
の
も
と
に
発
足
し
た
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、
西
和
夫
（
神
奈
川
大
学
）
座
長
、

谷
直
樹
（
大
阪
市
立
大
学
）、
藤
井
雄
三
（
高
松
市
歴
史
資
料
館
）、
水
沼
淑
子
（
関
東
学
院
大
学
）、
三
浦

洋
一
（
高
知
女
子
大
学
）、
山
田
由
香
里
（
長
崎
総
合
大
学
）、
大
川
井
寛
子
（
神
奈
川
大
学
）
の
諸
氏
に
お

願
い
し
た
。
資
料
は
、
設
計
図
面
の
ほ
か
、
仕
様
書
・
見
積
書
・
賃
金
台
帳
・
出
勤
表
な
ど
簿
冊
、
木
割
り

書
な
ど
約
一
三
〇
〇
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
香
川
県
ば
か
り
で
な
く
、
和
歌
山
・
岡
山
・
福

岡
な
ど
の
諸
県
に
広
が
り
、
現
存
建
物
も
存
在
し
、
地
方
に
お
け
る
建
築
生
産
の
様
相
が
わ
か
る
資
料
と
し

て
期
待
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
十
五
日
か
ら
一
二
月
二
八
日
ま
で
の
期
間
に
資
料
が
寄
託
さ
れ
て
い

る
「
高
松
市
歴
史
資
料
館
」
に
お
い
て
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
同
期
間
中
の
一
一
月
二
二
日
に
は

同
資
料
館
ホ
ー
ル
に
て
記
念
講
演
会
も
開
催
し
た
。ま
た
こ
の
開
催
用
図
録
の
出
版
に
つ
い
て
も
助
成
し
た
。

第
二
節　
実
践
的
研
究
の
推
進
と
成
果
の
公
開

一
、
建
設
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
・
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
提
案
」
に
応
募

　

二
〇
〇
〇
年
二
月
に
、「
二
一
世
紀
の
住
宅
市
場
が
、
新
築
着
工
中
心
型
か
ら
既
存
ス
ト
ッ
ク
循
環
型
に

移
行
し
て
い
く
こ
と
を
予
測
し
て
、
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
・
有
効
活
用
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た

め
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
中
古
住
宅
市
場
の
活
性
化
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
主
旨
で
標
記
の

提
案
募
集
が
あ
り
、
財
団
内
に
、
研
究
者
か
ら
、
秋
山
哲
一
（
東
洋
大
学
）、
山
崎
福
寿
（
上
智
大
学
）、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
か
ら
岩
下
繁
昭
（
ア
テ
ィ
ア
ス
）
の
諸
氏
を
委
員
と
し
て
迎
え
、応
募
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

第
二
節　

実
践
的
研
究
の
推
進
と
成
果
の
公
開　

83
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財
団
の
提
案
は
、「
既
存
住
宅
新
生
化
の
し
く
み

─
既
存
住
宅
の
問
題
点
解
消
と
基
本
的
品
質
確
保
の

た
め
の
新
生
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、中
古
住
宅
を
経
年
で
減
価
す
る
商
品
価
値
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

再
利
用
可
能
な
残
存
価
値
と
し
て
評
価
す
る
「
新
生
化
住
宅
」
を
提
供
す
る
と
い
う
主
旨
で
応
募
し
、
主
催

者
側
か
ら
「
中
古
住
宅
を
『
新
生
化
住
宅
』
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
で
、
貴
重
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
利

用
し
よ
う
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。
結
果
は
、
四
一
グ
ル
ー
プ
の
提
案
応
募
が
あ
り
、

財
団
の
提
案
を
含
め
一
三
グ
ル
ー
プ
が
優
秀
提
案
に
採
択
さ
れ
た
。

二
、
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
事
例
研
究

　

前
掲
の
「
ま
ち
セ
ン
」
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
市
民
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
に
市
民
が

高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
、
維
持
管
理
上
重
要
な
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
」
の

問
題
に
着
目
し
、
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
、
星
川
晃
二
郎
氏
（
汎
建
築
研
究
所
）
を
委
員
長
に
、
田
辺
邦
男

（
関
東
学
院
大
学
）、
山
口
実
（
建
物
診
断
設
計
事
業
協
同
組
合
）
の
両
氏
に
財
団
の
柴
原
達
明
を
委
員
と
し

て
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
研
究
委
員
会
」
を
財
団
内
に
設
け
た
。

　

研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
大
中
小
の
規
模
別
に
一
〇
〇
件
の
候
補
を
挙
げ
、
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
も
の

と
し
て
二
五
事
例
に
絞
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
中
心
に
実
態
調
査
し
た
。
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
大
規
模

修
繕
の
必
要
性
の
認
識
や
そ
の
基
本
的
な
取
り
組
み
姿
勢
、
工
事
予
算
と
修
繕
積
立
金
と
の
大
幅
な
乖
離
、

工
事
を
進
捗
さ
せ
る
う
え
で
の
設
計
・
施
工
上
の
留
意
点
や
問
題
点
な
ど
が
各
段
階
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、

通
常
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
得
ら
れ
な
い
個
別
に
抱
え
て
い
る
具
体
的
な
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
成
果
は
『
事
例
に
学
ぶ

─
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
』（
後
述
）
と
し
て
二
〇
〇
一
年
に
出
版
し
、

そ
の
後
二
〇
一
〇
年
に
初
版
の
在
庫
僅
少
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
最
新
事
例
を
加
え
内
容
を
大
幅
に
刷
新
し

改
訂
版
を
出
版
し
た
。

「住宅ストック形成・有効活用システム優秀提案」の賞状『事例に学ぶマンションの大
規模修繕』（学芸出版社）
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三
、
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決
策
に
関
す
る
調
査
研
究

　

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
く
る
ス
ケ
ー
ル
デ
メ
リ
ッ
ト
の
問
題
や
賃
貸
化
、
空

室
化
な
ど
に
起
因
す
る
管
理
・
運
営
面
で
の
困
難
な
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
高
経
年
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
居
住
者
の
高
齢
化
と
あ
わ
せ
て
建
物
の
老
朽
化
、い
わ
ゆ
る「
二
つ
の
老
い
」が
同
時
に
進
み
、

問
題
を
先
送
り
し
て
い
く
と
、
そ
の
存
立
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
。
現
に
、
首
都
圏
で
は
、
二
〇
一
四
年
頃
に
は

築
年
数
が
三
〇
年
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
八
二
万
戸
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
、
そ
の
内
、
住
戸
数
が
三
〇
戸

以
下
の
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
東
京
二
三
区
内
で
は
三
四
％
も
占
め
る
。
し
か
も
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
資
産

価
値
が
下
落
し
、
買
い
換
え
や
建
替
え
も
進
み
に
く
く
、
終
の
棲
家
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
建

物
を
長
持
ち
さ
せ
永
く
住
み
続
け
る
た
め
の
有
効
な
対
応
策
が
望
ま
れ
る
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
事
例
研
究
」
の
な
か
で
、
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
問
題
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
財
団
内
に
「
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決

策
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
」
を
設
け
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
調
査
研
究
を
開
始
し
た
。

　

研
究
と
し
て
は
、
既
に
過
去
の
実
態
調
査
・
研
究
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
課
題
を
も
と
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
通
じ
て
問
題
点
の
分
析
・
評
価
を
行
い
、
問
題
解
決
の
た
め
の
活
性
化
対
策
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
た
め
の
具
体
的
解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
。

　

委
員
長
に
田
辺
邦
男
氏（
関
東
学
院
大
学
）、委
員
と
し
て
、三
井
一
征（
三
井
一
征
事
務
所
）、冨
田
路
易（
住

宅
金
融
公
庫
）、
坪
内
真
紀
（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
）、
皆
川
健
一
（
世
田
谷
区
役
所
）、
赤
堀
充
男

（
新
宿
区
役
所
）、
中
澤
正
紀
（
横
浜
市
役
所
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
研
究
者
・
行
政
・
金
融
公
庫
・
コ
ン
サ
ル
・

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
専
門
家
の
ほ
か
に
、
協
力
委
員
と
し
て
各
地
域
の
管
理
組

合
団
体
に
依
頼
し
た
。

　

五
三
件
を
対
象
に
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
項
目
は
、
建
物
の
固
有
条
件
、
管
理
組
合
運
営
の
状
況
、
建
物
維
持
・

管
理
、
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
と
解
決
等
実
際
的
な
項
目
で
あ
る
。

第
二
節　

実
践
的
研
究
の
推
進
と
成
果
の
公
開　

85
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調
査
対
象
の
件
数
が
少
な
い
た
め
統
計
的
に
み
る
と
客
観
的
な
所
見
と
は
い
い
き
れ
な
い
が
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
内
容
か
ら
内
在
す
る
問
題
を
分
析
し
た
結
果
、
等
価
交
換
方
式
に
よ
る
元
地
主
と
一
般
区
分
所
有
者
と
の

紛
争
の
原
因
と
か
、
小
世
帯
の
た
め
管
理
運
営
が
円
満
に
い
く
例
が
多
い
な
か
で
、
一
旦
壊
れ
る
と
収
拾
が

つ
か
な
く
な
る
例
な
ど
、
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
ゆ
え
の
問
題
・
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
研
究
成
果
は
、「
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決
策
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
と
し
て
、

二
〇
〇
五
年
三
月
に
刊
行
す
る
と
供
に
二
〇
〇
六
年
に
『
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
困
っ
た
と
き
の
処
方
箋
』（
後

述
）
と
し
て
出
版
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
た
活
動
の
延
長
線
上
と
し
て「
小
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
再
生
研
究
委
員
会
」
を
設
け
、
東
京
都
心
私
鉄
沿
線
に
立
地
す
る
高
経
年
の
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象

に
、
高
齢
化
・
個
人
化
が
進
む
中
で
の
新
し
い
居
住
環
境
と
し
て
の
再
生
を
め
ざ
し
、
そ
の
維
持
管
理
に
対

し
具
体
的
な
支
援
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案
を
検
討
し
た
。

　

委
員
長
に
丸
山
英
氣
氏
（
千
葉
大
学
、
港
共
同
法
律
事
務
所
）、
委
員
と
し
て
大
澤
貢
（
世
田
谷
区
）、
鴻

巣
昭
（
東
京
都
）、
柴
原
達
明
（
集
住
計
画
）、
竹
田
智
志
（
明
海
大
学
）、
冨
田
路
昜 

（
全
国
公
営
住
宅
火

災
共
済
機
構
）、
中
川
雅
之
（
日
本
大
学
）、
福
田
済
（
東
京
都
）、
三
井
一
征
（
三
井
一
征
事
務
所
）
の
諸

氏
か
ら
な
る
研
究
者
・
行
政
・
金
融
関
係
・
建
築
設
計
事
務
所
・
コ
ン
サ
ル
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る
専
門
家

に
依
頼
し
、
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
法
人
移
行
期
と
重
な
り
委
員
会
が
二
〇
一
一
年
に
中
断
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
結
果
を
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

四
、
研
究
成
果
の
公
開

『
事
例
に
学
ぶ
─
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
』
出
版
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

前
述
の
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
事
例
研
究
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
多
く
の
事
例
を
挙
げ
読
者
に
的
確

『小規模マンション再生研
究委員会報告書』

『小規模マンション管理の課
題と解決策に関する調査報
告書』
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な
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
書
籍
を
出
版
し
た
。
概
要
は
、
選
別
さ
れ
た
二
五
事
例
を
規
模
別
に

分
け
、
特
徴
（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
表
現
）、
大
規
模
修
繕
工
事
の
プ
ロ
セ
ス
、
工
事
概
要
、
各
段
階
の

経
緯
と
特
徴
、
事
例
ご
と
の
留
意
点
の
洗
い
出
し
で
あ
る
。
こ
の
書
籍
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
発
刊
さ

れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
成
果
を
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
、
居
住
者
に
広
め
る
た
め
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
で
、
東
京
（
二
〇
〇
二
年
二
月
）、
大
阪
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

い
ず
れ
も
一
三
〇
名
、
二
三
〇
名
と
大
勢
の
参
加
が
得
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
好
調
な
売
れ
行
き
を
背
景
に
、
出
版
社
よ
り
改
訂
版
出
版
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
執

筆
者
に
再
度
依
頼
し
、
内
容
を
最
新
デ
ー
タ
へ
の
更
新
す
る
た
め
初
版
出
版
後
の
大
規
模
修
繕
事
例
や
新
技

術
の
追
加
を
行
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
二
回
目
の
大
規
模
修
繕
工
事
や
、
設
備
を
主
と
し
た
改
修
事
例
、

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
な
ど
を
新
た
に
加
え
、
事
例
ご
と
に
、
全
体
の
流
れ
の
な
か
で
、
管
理

組
合
・
パ
ー
ト
ナ
ー
・
施
工
会
社
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
を
示
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
め
方
の
実
態

を
同
じ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
収
め
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
修
正
を
加
え
、
二
〇
一
〇
年
二
月
に

『
改
訂
版 

事
例
に
学
ぶ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
』
と
し
て
、
発
刊
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
成
果
は
、
㈳
日
本
建
築
家
協
会
関
東
甲
信
越
支
部
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
会
、
一
般
社
団
法
人
マ

ン
シ
ヨ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
協
会
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ａ
）
と
の
共
催
で
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
二
日
に
独
立
行
政

法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
協
賛
の
も
と
、「
す
ま
い
・
る
ホ
ー
ル
」
で
市
民
の
た
め
の
改
修
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。

『
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
─
困
っ
た
と
き
の
処
方
箋
』
出
版
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決
策
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
編
集
委
員
会
に
切
り
替
え
、
三
井
一
征
氏
（
前
掲
）
を
委
員
長
と
し
て
、
前
回
報
告

書
の
五
三
事
例
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
事
例
も
多
数
取
り
入
れ
な
が
ら
、そ
の
要
点
を
日
「々
小
規
模
マ
ン
シ
ョ

『事例に学ぶ─マンション
の大規模修繕（改訂版）』（学芸
出版社）

第
二
節　

実
践
的
研
究
の
推
進
と
成
果
の
公
開　

87

「市民のための改修セミナー」
チラシ
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ン
問
題
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
管
理
組
合
や
そ
の
支
援
に
励
ん
で
い
る
各
分
野
の
専
門
家
、
行
政
の
方
々
に

情
報
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
編
集
が
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
に
多
い
問
題
を
テ
ー
マ
別
に
取
り
上
げ
、
で
き
る
だ
け
実
践
的
な
解
決
法
を
探
る
。

・
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
る
現
象
を
、
幾
つ
か
の
事
例
（
一
〇
八
事
例
）
を
取
り

上
げ
、
そ
の
経
緯
や
問
題
の
構
造
に
つ
い
て
み
る
。

・
問
題
の
解
決
方
法
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
個
性
に
よ
り
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、「
一
つ
の
正
解
」だ
け
で
な
く「
多

様
な
正
解
」
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
す
。

　

こ
の
本
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
や
居
住
者
、
関
連
の
専
門

家
か
ら
評
価
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
業
界
紙
で
も
紹
介
さ
れ
好
評
を
呼
ん
だ
。

　

ま
た
、
日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
横
浜
大
会
（
二
〇
〇
四
年
四
月
開
催
）
の
第
七
分
科
会
で
、
上
記
の
研
究

の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
こ
の
一
連
の
活
動
成
果
を
も
と
に
、
二
〇
〇
六
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た

日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
京
都
大
会
の
第
七
分
科
会
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
東
京
大
会
（
二
〇
〇
八
年
）
で
、「
二
〇
〇
七
年
度
共
同
研
究
業
績
賞
」
が

授
与
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
は
、
日
本
建
築
学
会
住
ま
い
づ
く
り
市
民
講
座
で
「
街
中
小
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
の
再
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。

第
三
節　
保
有
す
る
賃
貸
集
合
住
宅
で
の
実
践
的
研
究
の
展
開

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
に
関
す
る
研
究

　

一
九
九
八
年
に
竣
工
、
九
九
年
に
入
居
が
開
始
さ
れ
た
日
野
市
所
在
の
賃
貸
集
合
住
宅
「
豊
田
ハ
ウ
ス
」

『小規模マンション─困った
ときの処方箋』（学芸出版社）

2007年度共同研究業績賞
（日本マンション学会）を受賞
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の
建
替
え
は
、
寄
附
行
為
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
住
宅
研
究
に
資
す
る
賃
貸
住
宅
事
業
」
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
に
関
す
る
研
究
と
し
て
も
進
め
ら
れ
た
。

　

計
画
に
あ
た
っ
て
、
財
団
に
関
係
す
る
研
究
者
・
実
務
家
か
ら
な
る
「
建
設
の
た
め
の
委
員
会
」
を
設
け
、

二
一
世
紀
に
相
応
し
い
居
住
施
設
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
検
討
し
た
結
果
、以
下
の
六
点
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
の
設
置
（
地
域
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
居
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

形
成
を
意
図
し
た
中
庭
）

二
、
プ
ラ
ン
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
住
戸
（
多
様
な
住
戸
平
面
構
成
、
高
齢
者
対
応
住
宅
、
可
動
間

　
　

仕
切
住
戸
）

三
、
町
並
み
を
配
慮
し
た
建
物
規
模
、
形
状

四
、
防
犯
、
防
災
、
安
全
の
考
慮
（
中
庭
ア
ク
セ
ス
の
住
棟
配
置
）

五
、
生
活
し
や
す
い
管
理
体
制
（
入
居
の
し
お
り
作
成
）

六
、
高
耐
久
性
と
改
修
更
新
対
応

　

こ
の
計
画
意
図
を
、
居
住
者
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
暮
ら
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
集
合
住
宅
の
可
能
性
、
お
よ
び
事
業
主
体
と
し
て
の
居
住
者
と
の
関
わ
り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
一
連
の
研
究
で
あ
る
。

　

調
査
は
、
日
本
女
子
大
学
・
定
行
ま
り
子
研
究
室
の
協
力
の
も
と
、
入
居
後
か
ら
の
合
計
四
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
・
九
月
、
二
〇
〇
一
年
六
月
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）
と
そ
れ
に
伴
う
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
と
共
に
、
居
住
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
財
団
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
を
三
回
開
催
し
た
。

　

居
住
者
は
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
庭
を
評
価
し
て
お
り
、
賃
貸
集
合
住

宅
に
お
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
仕
掛
け
を
設
け
る
こ
と
で
居
住
者
の
住
ま
い
へ
の
快
適
性
は
増
す
と
い
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
平
均
六
四
％
と
高
く
、
事
業
主
体
で
あ
る
財
団
へ
の

信
頼
感
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
一
連
の
研
究
成
果
を
活
か
し
、
今
後
も
居
住
者
と
と
も
に
よ
り
良
い
住
ま
い

づ
く
り
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

豊田ハウス防災訓練同右

第
三
節　

保
有
す
る
賃
貸
集
合
住
宅
で
の
実
践
的
研
究
の
展
開　

89
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第
４
章　

改
革
の
前
夜
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章
　
改
革
の
前
夜　

92

第
一
節
　
創
立
六
〇
年
記
念
感
謝
の
会
の
開
催

　
二
〇
〇
八
年
一
一
月
六
日
、「
創
立
六
〇
年
感
謝
の
会
」
が
新
橋
第
一
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
財
団

運
営
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
研
究
者
や
財
団
関
係
者
、
清
水
建
設
関
係
者
を
お
招
き
し
出
席
者
は
一
八
〇
名
を

超
え
た
。
鈴
木
成
文
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
や
内
田
祥
哉
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、初
見
学
氏
（
東

京
理
科
大
教
授
）
始
め
歴
代
の
研
究
運
営
委
員
の
方
が
た
が
顔
を
そ
ろ
え
る
な
か
、
財
団
野
村
哲
也
理
事
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
創
立
か
ら
の
経
緯
や
活
動
の
成
果
、「
清
水
康
雄
賞
」
の
創
設
な
ど
六
〇
年
記
念
事
業

の
報
告
が
あ
っ
た
。
な
お
、
六
〇
年
記
念
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
「
住
総
研
六
〇
年
史
」
を
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

第
二
節
　
立
川
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
却
と
天
王
洲
テ
ラ
ス
の
購
入

　
立
川
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
災
害

事
例
か
ら
、
築
三
六
年
経
過
し
て
お
り
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
診
断
を
受
け
、
二
〇
〇
六

年
に
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
部
分
の
柱
廻
り
等
の
補
強
工
事
を
す
で
に
実
施
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
、
新
耐

震
基
準
へ
の
不
適
合
、
そ
の
他
容
積
率
、
日
影
規
制
、
高
度
地
区
の
既
存
不
適
格
が
あ
り
、
耐
震
性
能
に
つ

い
て
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
将
来
案
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
検
討
案
①
耐
震
補
強
＋
内

部
改
修
、
②
建
替
え
（
容
積
半
減
）
又
は
減
築
（
容
積
半
減
）
＋
内
部
改
修
、
③
売
却
・
移
転
（
新
規
購
入
）

の
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
財
団
保
有
の
住
宅
と
し
て
構
造
上
で
現
行
建
築
基

準
法
レ
ベ
ル
の
性
能
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
す
る
場
合
は
耐
震
補
強
が
必
要
で
あ

る
が
そ
の
費
用
が
大
き
い
こ
と
、
投
資
金
額
に
対
し
て
の
賃
貸
事
業
収
支
が
厳
し
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

そ
こ
で
③
の
売
却
・
移
転
を
前
提
に
銀
行
等
に
代
替
物
件
の
調
査
を
依
頼
し
、
十
数
件
の
候
補
物
件
の
な
か

創立60年「感謝の会」（右から野村哲也理事
長、岡本宏専務理事、清水康昭理事） 

創立60年「感謝の会」（財団職員集合写真）会場の様子
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か
ら
住
総
研
の
事
業
物
件
と
し
て
相
応
し
い
も
の
を
選
定
す
べ
く
現
地
調
査
・
検
討
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
清
水
建
設
の
設
計
施
工
で
竣
工
直
後
の
「
天
王
洲
テ
ラ
ス
」
の
所
有
者
（
ア
ー
ル
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
ア
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
㈱
）
が
売
却
先
を
探
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
資
金
計
画
・
収
支
等
検
討
し
た

結
果
、
こ
れ
ま
で
運
営
し
て
き
た
一
般
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
で
な
く
高
所
得
のD

IN
Ks

や
新
婚
家
族
向
け
で
、

新
築
で
且
つ
清
水
建
設
施
工
物
件
で
あ
っ
た
た
め
、
急
遽
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
〇
日
、
一
〇
億
円
（
税

込
）
に
て
新
規
購
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
建
物
は
、
二
〇
一
一
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
ま
た
、
立
川
マ
ン
シ
ョ
ン
は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
九
日
に
売
却
を
し
た
が
、
そ
の
後
二
〇
一
〇
年
秋

か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
解
体
さ
れ
た
。

　
「
天
王
洲
テ
ラ
ス
」
は
二
〇
〇
八
年
八
月
に
竣
工
し
て
い
た
物
件
で
あ
り
、
湾
岸
エ
リ
ア
の
天
王
洲
ア
イ

ル
駅
か
ら
徒
歩
七
分
、
延
べ
面
積
三
一
三
三
・
九
平
米
で
運
河
に
面
す
る
眺
望
の
良
い
高
級
志
向
の
一
二
階

建
て
、
二
八
戸
の
賃
貸
住
戸
で
あ
る
。
東
急
リ
バ
ブ
ル
㈱
（
現
：
東
急
住
宅
リ
ー
ス
㈱
）
に
賃
貸
借
仲
介
依

頼
を
し
た
が
、
当
初
は
入
居
状
況
が
芳
し
く
な
く
、
新
聞
広
告
の
掲
載
、
入
居
ポ
ス
タ
ー
や
懸
垂
幕
の
作
成
、

ま
た
入
居
条
件
の
緩
和
等
の
対
策
よ
り
、
満
室
ま
で
約
二
年
弱
を
要
し
た
。
お
り
し
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
後
遺
症
の
た
め
高
所
得
のD

IN
Ks

や
単
身
者
が
大
き
く
減
少
し
、
そ
の
影
響
で
都
心
部
の
高
額
賃
貸
物

件
が
軒
並
み
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

第
三
節　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
住
総
研
の
対
応

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分
、
未
曾
有
の
大
地
震
が
東
日
本
を
中
心
に
発
生
し
、
地
震
だ

け
で
は
な
く
、
大
津
波
が
東
北
地
方
の
東
海
岸
を
中
心
に
押
し
寄
せ
た
。
福
島
県
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
の
一
号
機
か
ら
四
号
機
ま
で
が
津
波
に
よ
り
大
被
害
を
受
け
、
電
源
喪
失
、
爆
発
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起

こ
し
た
。七
年
が
経
過
し
た
二
〇
一
八
年
六
月
現
在
ま
で
の
死
亡
者
は
一
五
、八
九
六
名
、行
方
不
明
者
は
二
、

天王洲テラス（中央の12階建の住宅）

第
三
節　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
住
総
研
の
対
応　

93

天王洲テラスからの夜景 ▲天王洲テラス
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五
三
七
名
と
い
う
明
治
以
降
で
は
関
東
大
震
災
、
明
治
三
陸
地
震
に
次
ぐ
大
惨
事
と
な
っ
た
。

　
住
総
研
は
被
災
地
の
視
察
を
岡
本
宏
専
務
理
事
・
上
林
一
英
・
岡
崎
愛
子
・
堀
富
博
の
四
名
が
同
年
七
月

一
二
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。
住
総
研
は
「
災
害
復
興
と
住
ま
い
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は

以
前
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
機
関
誌
の
な
か
で
取
り
組
ん
で
き
て
は
い
た
が
、
こ
れ
を
機
に
改
め
て
活
動
を

見
直
し
、
身
近
で
で
き
る
こ
と
を
事
業
計
画
に
反
映
し
実
行
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
一
日
目
は
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
入
り
青
葉
区
、
名
取
市
、
若
林
区
、
多
賀
城
市
（
東
北
大
学
竹
林
先
生

ヒ
ア
リ
ン
グ
）、
七
ヶ
浜
町
、
宮
城
野
区
を
視
察
。
二
日
目
は
石
巻
市
、
女
川
町
、
東
松
島
市
、
仙
台
市
（
東

北
大
学
源
栄
先
生
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
と
廻
っ
た
。
地
滑
り
被
害
、
地
震
被
害
、
津
波
被
害
、
火
災
被
害
、
液
状

化
、
地
盤
沈
下
、
が
れ
き
の
状
況
等
を
視
察
、
仮
設
住
宅
も
二
か
所
視
察
し
た
。

　
財
団
と
し
て
自
ら
は
災
害
復
旧
や
復
興
に
直
接
の
関
与
は
で
き
な
い
が
、
関
係
す
る
研
究
者
や
実
務
家
の

活
動
を
最
大
限
支
援
し
、「
被
災
地
の
住
生
活
の
復
旧
・
復
興
な
ら
び
に
今
後
の
予
防
に
資
す
る
成
果
」
の

普
及
・
展
開
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。
被
災
地
や
仮
設
住
宅
で
の
住
民
の
住
ま
い
や
住
ま
い
方
、
避
難
時
の

実
態
、
復
興
に
対
す
る
住
民
の
意
識
調
査
や
専
門
家
の
知
見
を
基
に
し
た
研
究
・
実
践
は
今
後
発
生
が
予
測

さ
れ
る
「
南
海
・
東
南
海
地
震
」
予
想
地
域
や
住
民
に
と
っ
て
の
「
住
ま
い
や
住
ま
い
方
」
維
持
に
向
け
て

の
予
防
策
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
。
二
〇
一
一
年
以
降
に
は
、
研
究
論
文
で
も
多
く
の
災
害

関
連
の
テ
ー
マ
が
採
択
さ
れ
二
〇
一
八
年
ま
で
で
二
七
件
に
及
ぶ
。

4件

6件
4件

5件
10件

12件

18件

22件

27件

10件

15件

20件

25件

30件

4件

6件

8件

10件

12件
災害関連… 累計件数

（累計）（件数）

2件 2件 2件 2件

4件

8件

0件

5件

10件

0件

2件

4件

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

研究助成における災害関連件数の推移（2012年度～2018年度）

災害関連
助成件数
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第
一
節　
財
政
基
盤

　

一
九
八
八
年
（
創
立
五
〇
年
）
か
ら
二
〇
一
一
年
（
公
益
法
人
改
革
）
ま
で
の
一
三
年
間
の
財
団
の
収
入

は
、
大
き
く
み
る
と
、
①
賃
貸
集
合
住
宅
か
ら
の
賃
貸
料
収
入
、
②
株
式
の
配
当
金
収
入
、
③
投
資
有
価
証

券
の
運
用
利
息
収
入
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

　

賃
貸
料
収
入
は
収
入
全
体
の
六
割
ほ
ど
を
占
め
て
い
て
、
財
団
の
事
業
を
支
え
る
大
き
な
収
入
源
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
入
居
率
が
高
く
、
し
か
も
安
定
し
て
い
る
状
態
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
有
効
適

切
な
再
投
資
を
行
う
と
同
時
に
優
秀
な
斡
旋
業
者
を
介
在
さ
せ
な
が
ら
、維
持
・
管
理
に
最
大
の
関
心
を
払
っ

て
き
た
。

　

二
番
目
の
配
当
金
収
入
は
、保
有
す
る
清
水
建
設
の
株
式
一
千
七
百
万
株
強
か
ら
の
配
当
金
収
入
で
あ
る
。

財
団
は
、
創
立
の
三
日
後
、
一
九
四
八
年
一
一
月
九
日
に
第
一
回
理
事
会
を
開
催
し
、
拠
出
金
一
〇
〇
万
円

の
う
ち
の
五
〇
万
円
を
も
っ
て
清
水
建
設
株
式
一
万
株
の
購
入
を
決
議
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
財
政
基
盤
を

確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
清
水
建
設
の
増
資
新
株
や
増
資
権
利
放
棄
株
を
取
得

し
、
二
〇
一
一
年
時
点
で
は
六
番
目
の
大
株
主
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
番
目
の
投
資
有
価
証
券
の
運
用
利
息
収
入
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
（
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
）

以
降
超
低
金
利
が
継
続
し
て
い
る
な
か
で
、
す
こ
し
で
も
利
息
収
入
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
国
債
や
公

募
地
方
債
、
円
貨
建
外
国
債
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
て
き
た
収
入
で
あ
る
。
こ
れ
ら
基
本
財
産
・
運

用
財
産
の
金
融
資
産
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
資
産
運
用
の
取
扱
規
程
」
に
照
ら
し
、
分
散
投
資
に
よ
り

リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
安
定
的
に
利
息
収
入
を
得
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
年
度
計
画
の
実
施
に
必
要
な
支
出
に
対
し
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
で
き
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、

時
に
は
為
替
の
変
動
に
よ
り
利
息
収
入
の
減
少
や
株
式
の
配
当
金
が
企
業
の
業
績
の
変
動
に
よ
っ
て
低
配
当

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
低
成
長
期
と
重
な
る
一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
に
か
け
て
清
水
建
設
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の
配
当
が
五
円
に
減
配
さ
れ
、
財
団
は
、
不
本
意
な
が
ら
研
究
助
成
金
額
を
減
額
す
る
決
断
を
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
不
測
の
事
態
が
起
き
て
も
研
究
助
成
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
安
定
的
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
の
考
え
方
か
ら
理
事
会
で
決
議
し
、「
研
究
助
成
基
金
」
を
創
設
し
、
賃

貸
事
業
の
収
益
を
原
資
と
し
て
積
立
て
た
。
二
〇
一
一
年
の
一
般
財
団
移
行
時
に
は
そ
の
残
高
は
、
十
億
円

ま
で
積
み
上
が
っ
て
お
り
、
長
期
外
債
で
運
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
般
財
団
移
行
の
時
に
は
、
使
途
の

区
分
は
な
く
な
り
投
資
有
価
証
券
（
長
期
外
債
）
と
し
て
一
本
化
さ
れ
て
い
る
。

　

財
政
面
で
は
、
収
入
の
三
本
柱
が
そ
れ
ぞ
れ
補
完
し
て
、
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
は
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態

が
続
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
を
発
端
と
し
て
連
鎖
的
に
発
生
し
た

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
を
含
む
世
界
金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り
日
本
も
大
不
況
に
陥
っ
た
結

果
、
そ
の
後
は
、
清
水
建
設
の
七
円
配
当
の
継
続
、
立
川
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
却
に
よ
る
賃
貸
収
入
の
減
、
円

高
進
行
に
よ
る
外
債
利
息
収
入
の
減
等
か
ら
、
一
般
財
団
移
行
時
の
二
〇
一
一
年
に
は
、
苦
し
い
財
政
運
営

に
直
面
し
て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、当
時
並
行
し
て
検
討
し
て
い
た
公
益
法
人
改
革
で
の
移
行
形
態（
一
般
財
団
法
人
）の
選
択
、

公
益
事
業
と
し
て
続
い
て
き
た
い
く
つ
か
の
委
員
会
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
節　
保
有
す
る
賃
貸
集
合
住
宅
の
維
持
・
管
理
・
保
全

　

創
立
五
〇
年
（
一
九
九
八
年
）
時
点
に
お
い
て
、財
団
は
日
野
市
（
旧
名
称
・
豊
田
ア
パ
ー
ト
）・
立
川
市
（
立

川
マ
ン
シ
ョ
ン
）・
新
宿
区
（
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
）
の
三
か
所
に
賃
貸
集
合
住
宅
を
、
世
田
谷
区
に

事
務
所
を
保
有
し
て
い
た
。

　

豊
田
ア
パ
ー
ト
は
一
九
九
八
年
八
月
か
ら
一
九
九
九
年
一
〇
月
に
か
け
て
建
替
え
ら
れ
、
当
時
の
専
務
理

二
節　

保
有
す
る
賃
貸
集
合
住
宅
の
維
持
・
管
理
・
保
全　

97
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事
で
あ
っ
た
大
坪
昭
が
中
心
と
な
り
、
優
良
な
賃
貸
集
合
住
宅
と
し
て
そ
の
質
を
い
か
に
保
持
し
て
い
く
か

を
テ
ー
マ
に
、
財
団
の
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
賃
貸

集
合
住
宅
（
全
四
五
戸
）
は
「
豊
田
ハ
ウ
ス
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

配
置
計
画
と
し
て
雁
行
型
を
採
用
し
、
そ
の
な
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し
て
中
庭
を
設
け
、

住
戸
計
画
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
〜
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
一
一
タ
イ
プ
で
構
成
し
た
。
ま

た
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
住
戸
の
設
計
や
、
可
変
間
仕
切
り
壁
を
採
用
し
入
居
者
に
よ
る
間
取
り
の
変
更

が
可
能
な
設
計
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
、
設
備
機
器
、
配
管
等
の
維
持
管
理
の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、

住
戸
内
に
は
配
管
ピ
ッ
ト
を
設
け
、
機
器
類
を
極
力
共
用
部
に
設
置
す
る
な
ど
の
設
計
を
行
っ
た
。

　

加
賀
町
ア
パ
ー
ト
は
、
築
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
た
め
に
、
維
持
管
理
を
長
期
修
繕
計
画
の
も
と
計
画

的
に
実
施
し
て
き
た
。
共
用
部
に
つ
い
て
は
防
犯
・
防
災
面
を
中
心
と
し
た
改
修
を
、
住
戸
内
に
つ
い
て
は

入
居
者
の
住
ま
い
へ
の
要
望
の
変
化
に
合
わ
せ
た
改
修
を
行
っ
て
き
た
。

　

立
川
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
災
害
事
例
か
ら
、
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

と
の
診
断
を
受
け
、
一
階
の
柱
廻
り
お
よ
び
耐
震
壁
新
設
な
ど
の
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、
前
章
に

記
載
の
と
お
り
二
〇
〇
八
年
に
売
却
し
、
同
年
に
天
王
洲
テ
ラ
ス
を
新
規
購
入
し
た
。　
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